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市の人口　50,670人
・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,355人

・男 24,864人（25,153人） 世帯数 20,181世帯
・女 25,491人（25,669人） （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,957人

・男 25,083人（25,074人） 世帯数 21,291世帯
・女 25,874人（25,856人） （21,277世帯）

6月 30日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

7.25『 興 味 津 々 』
（７月11日・みんなの人形劇場にて）
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( 2 )

〈
売
払
物
件
お
よ
び
価
格
〉

物
件
①（
旧
教
職
員
住
宅
跡
地
）

中
央
二
丁
目
二
〇
一
番

宅
地
　
六
六
二
・
一
四
㎡

（
約
二
〇
〇
・
二
九
坪
）

価
格
　
１
千
３
１
９
万
円

物
件
②（
旧
職
業
安
定
所
跡
地
）

新
町
二
八
六
番
三

宅
地
　
一
一
二
〇
・
〇
〇
㎡

（
約
三
三
八
・
八
〇
坪
）

価
格
　
３
千
０
８
３
万
円

〈
参
加
資
格
〉

　
む
つ
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
、
む
つ
市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人

〈
募
集
期
間
〉

８
月
26
日（
火
）〜
12
月
19
日（
金
）

※
た
だ
し
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
等
は
除
く

〈
提
出
書
類
〉

・
普
通
財
産
買
受
申
込
書

・
個
人
の
場
合
は
市
町
村
長
が
発
行

す
る
身
分
（
身
元
）
証
明
書

・
法
人
の
場
合
は
商
業
登
記
簿
謄
本

〈
受
付
場
所
〉
市
管
財
課
管
財
係

〈
契
約
相
手
方
の
決
定
方
法
〉

　
募
集
期
間
内
に
も
っ
と
も
早
く
申

し
込
み
を
し
た
方
を
契
約
相
手
方
と

し
ま
す
が
、
同
一
の
日
に
同
一
の
物

件
に
対
し
複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
契
約
相
手

方
を
決
定
し
ま
す
。

〈
契
約
締
結
〉

契
約
相
手
方
決
定
の
日
か
ら
７
日
以
内

〈
契
約
保
証
金
〉

契
約
金
額
の
１
／
10
以
上

〈
所
有
権
移
転
〉

　
売
買
代
金
納
入
後
、
市
に
お
い
て

嘱
託
登
記
を
行
な
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
費
用
等
〉

　
売
買
契
約
書
に
貼
り
つ
け
る
収
入

印
紙
お
よ
び
所
有
権
移
転
登
記
の
際

に
必
要
な
登
録
免
許
税（
収
入
印
紙
）

は
、
す
べ
て
契
約
相
手
方
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
管
財
課
管
財
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
７
２

公
募
方
式
で
市
有
地
を

売
払
い
し
ま
す
（
２
物
件
）

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
伴
う

『
環
境
影
響
評
価
準
備
書
』
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
む
つ
市
、
下
北
郡
七
町
村
（
川
内
町
、
大
畑
町
、
大
間
町
、
東
通
村
、
風

間
浦
村
、
佐
井
村
、
脇
野
沢
村
）
お
よ
び
上
北
郡
三
町
村
（
野
辺
地
町
、
横

浜
町
、
六
ケ
所
村
）
か
ら
排
出
さ
れ
る
『
し
尿
お
よ
び
浄
化
槽
汚
泥
』
を
処

理
す
る
予
定
の
『
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
』
整
備
事
業
に
よ
る
環
境
へ
の

影
響
に
関
す
る
準
備
書
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
住
民
の
み
な
さ

ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧

【
事
業
者
の
名
称
お
よ
び
住
所
】

〈
名
称
〉

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

〈
住
所
〉

む
つ
市
金
谷
一
丁
目
10
番
１
号

〈
代
表
者
〉

管
理
者
・
む
つ
市
長
　
杉
山
肅

【
対
象
事
業
の
名
称
・
種
類
お
よ
び
規
模
】

〈
名
称
〉

下
北
広
域
行
政
事
務
組
合

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

〈
種
類
〉

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

（
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
）

〈
規
模
〉

し
尿
お
よ
び
浄
化
槽
汚
泥

…
…
…
220
�
／
１
日

【
対
象
事
業
実
施
地
区
】

む
つ
市
大
字
奥
内
字
今
泉
68
番
地
内

【
関
係
地
域
の
範
囲
】

む
つ
市
大
字
奥
内
地
内

【
縦
覧
の
場
所
等
】

①
む
つ
市
役
所
企
画
部
広
報
広
聴
課

②
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

む
つ
衛
生
セ
ン
タ
ー

〈
期
間
〉

８
月
１
日（
金
）〜
９
月
１
日（
月
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
45
分

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

【
意
見
書
の
提
出
】

　
準
備
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
環
境

保
全
上
の
見
地
か
ら
ご
意
見
の
あ
る

方
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
意
見
書
の
提
出
に
必
要
な
事
項
】

　
意
見
書
の
様
式
は
、
縦
覧
場
所
に

備
え
付
け
て
あ
る
所
定
の
用
紙
、
ま

た
は
任
意
の
様
式
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
が
、
次
の
事
項
は
必
ず
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

・
氏
名
お
よ
び
住
所
（
法
人
そ
の
他
の
団

体
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、代
表
者
の
氏

名
お
よ
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

・
意
見
書
の
提
出
の
対
象
で
あ
る
準

備
書
の
名
称

・
準
備
書
に
つ
い
て
の
環
境
の
保
全

上
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
日
本
語

に
よ
り
、
意
見
の
理
由
を
含
め
て

記
載
し
て
く
だ
さ
い

【
提
出
期
限
】
９
月
16
日
（
火
）

【
提
出
先
】

〒
０
３
５－

０
０
１
１

む
つ
市
大
字
奥
内
字
今
泉
68
番
地

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

む
つ
衛
生
セ
ン
タ
ー

�

26－

２
１
２
６

説
　
明
　
会

【
場
所
お
よ
び
日
時
】

①
金
谷
沢
生
活
改
善
ホ
ー
ム

８
月
21
日（
木
）・
午
後
７
時
〜

②
む
つ
市
公
民
館
近
川
分
館

８
月
22
日（
金
）・
午
後
７
時
〜

③
下
北
文
化
会
館
視
聴
覚
教
室

８
月
23
日（
土
）・
午
後
１
時
〜

④
奥
内
集
会
所

８
月
25
日（
月
）・
午
後
７
時
〜

【
対
象
】

　
む
つ
市
、
下
北
郡
お
よ
び
上
北
郡

三
町
村
内
並
び
に
建
設
地
周
辺
地
域

に
居
住
し
て
い
る
方

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

む
つ
衛
生
セ
ン
タ
ー

�

26－

２
１
２
６

26－

２
１
２
８

む
つ
市
役
所
民
生
部
環
境
対
策
課

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
３
２

23－

５
１
７
８



( 3 )

暮らしに役立つ

税 情報

今
月
の
税
金
の
お
知
ら
せ

　
７
月
31
日
（
木
）
は
、
市
税
と
介
護
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）
第
２
期
分
の
納

期
限
で
す
。
７
月
上
旬
に
、
第
２
期
分

か
ら
第
10
期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
第
２
期
分
の

納
付
書
を
お
確
か
め
の
う
え
納
期
限
ま

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納
税

の
ほ
か
に
便
利
な
口
座
振
替
や
各
町
内

会
な
ど
の
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
付

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・
１
９
６

�

障
害
基
礎
年
金

ど
ん
な
と
き
に
も
ら
え
る
の

　
障
害
基
礎
年
金
は
次
の
①
〜
③
ま
で
の

条
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に
初

診
日
が
あ
る
病
気
・
ケ
ガ
で
障
害
の

状
態
に
な
っ
た
こ
と
。
た
だ
し
、
60

才
以
上
65
才
未
満
で
国
内
に
住
ん
で

い
れ
ば
、
加
入
を
や
め
た
あ
と
の
病

気
・
ケ
ガ
に
よ
る
も
の
で
も
受
給
で

き
ま
す
。（
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
支
給
を

請
求
し
た
方
は
除
か
れ
ま
す
）

②
障
害
認
定
日
（
初
診
日
か
ら
１
年
６
か
月

経
過
し
た
日
、
ま
た
は
症
状
の
固
定
し
た

日
）
に
、
１
級
ま
た
は
２
級
の
障
害
に

な
っ
て
い
る
こ
と

③
一
定
の
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
。（
加
入
期
間
の
２
／
３
以
上
保
険
料

を
納
付
、
ま
た
は
免
除
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

初
診
日
が
平
成
18
年
４
月
１
日
前
の
場
合
は
、

直
近
の
１
年
間
に
未
納
が
な
い
こ
と
）

　
20
才
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
は
、

20
才
に
な
っ
た
と
き
１
級
ま
た
は
２
級

の
障
害
の
状
態
に
な
っ
て
い
れ
ば
支
給

さ
れ
ま
す
。

【
年
金
額
】

・
１
級
…
…
…
99
万
６
千
３
０
０
円

・
２
級
…
…
…
79
万
７
千
円

　
詳
し
く
は
、
老
人
医
療
年
金
係
、
ま

た
は
青
森
社
会
保
険
事
務
局
む
つ
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
税
作
品
の
募
集

　
む
つ
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、

市
内
在
住
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
納

税
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
課
題
は
、
納
税
に
関
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
自
由
で
す
が
、
次
の
作
品
で
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
①
作
文
　
②
ポ
ス
タ
ー
　
③
習
字

　
詳
し
い
募
集
要
項
は
、
各
学
校
に
用

意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
夏
休
み
中
に

制
作
し
、
学
校
を
通
し
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

　
応
募
さ
れ
た
方
全
員
に
参
加
賞
が
あ

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・
１
９
６

車
検
の
た
め
の
納
税
証
明
書

（
自
動
車
税
）
に
つ
い
て

　
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
に
は
、
納

め
ら
れ
た
後
そ
の
ま
ま
車
検
に
利
用
で

き
る
納
税
証
明
書
が
付
い
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
税
を
納
め
ら
れ
た
後
の
納
税

証
明
書
は
、
納
税
通
知
書
・
領
収
証
書

と
切
り
離
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
自
動
車
検

査
証
（
車
検
証
）
と
一
緒
に
保
管
し
て
お

き
ま
す
と
、
車
検
の
際
に
便
利
で
す
。

　
も
し
、
こ
の
納
税
証
明
書
を
な
く
さ

れ
ま
す
と
、
車
検
の
際
に
は
、
県
税
事

務
所
の
窓
口
で
車
検
（
自
動
車
の
継
続
検

査
）

用
の
自
動
車
税
の
納
税
証
明
書
の

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

　
国
税
庁
・
国
税
局
・
税
務
署
で
は
、
次

代
を
担
う
高
校
生
の
み
な
さ
ん
に
、
さ

ら
に
税
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
税

に
つ
い
て
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
や
、
自

分
自
身
の
経
験
・
体
験
・
考
え
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を
毎
年
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
も
次
の
と
お
り
作
文
を
募
集
い

た
し
ま
す
の
で
、
高
校
生
の
み
な
さ
ん

の
声
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
応
募
点
数
と
字
数
〉

１
人
１
編
、
３
千
字
以
内

〈
応
募
締
切
〉
９
月
８
日
（
月
）

〈
提
出
先
〉
む
つ
税
務
署
総
務
課

　
応
募
さ
れ
た
作
品
の
う
ち
優
秀
な

作
品
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
、
国
税
庁
・
国
税
局
・
税
務
署
が

作
成
す
る
広
報
誌（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
含

む
）
等
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
各
種
の
広

報
誌
に
掲
載
す
る
等
、
広
く
発
表
し

ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
総
務
課�

22－

３
２
９
４

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
交
付
申
請
の
際
は
、
必
ず
自
動
車
検

査
証
（
車
検
証
）
を
窓
口
に
提
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ほ
か
、
窓
口
に
お
い
で

に
な
っ
た
方
の
身
分
確
認
等
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

◆
継
続
検
査
用
納
税
証
明
書
の
交
付
申

請
の
際
に
準
備
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保

険
被
保
険
者
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
国
民
年
金

手
帳
な
ど
）

・
印
鑑
（
法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
印
の
押
印

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
代
理
人
が
申
請
す
る

場
合
は
、
本
人
と
代
理
人
の
両
方
の
押
印
が

必
要
で
す
）

・
自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）

◆
代
理
人
が
継
続
検
査
用
納
税
証
明
書

の
交
付
を
申
請
す
る
場
合
は
、
本
人

（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
）
か
ら
の
委
任

状
が
必
要
で
す
。（
ご
家
族
・
従
業
員
の

方
の
場
合
も
委
任
状
が
必
要
で
す
）

・
委
任
状
は
、
交
付
申
請
票
の
『
委
任
に

関
す
る
事
項
』
欄
を
使
用
で
き
ま
す
。

・
委
任
状
に
は
必
ず
、
本
人
の
署
名
・
押

印
（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
の
署
名
・
代
表

者
印
の
押
印
）
が
必
要
で
す
。

　
納
税
証
明
書
は
、
納
税
者
の
皆
様
の

大
切
な
情
報
を
証
明
す
る
も
の
で
す
か

ら
、
納
税
証
明
書
の
交
付
申
請
で
、
窓

口
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
方
の
確
認
等

を
厳
格
に
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所
総
務
課
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風
水
害
に
備
え
て

◎
生
活
編

▼
家
族
会
議
を
開
く

　
家
の
周
囲
の
危
険
箇
所
、
避
難
場

所
や
避
難
ル
ー
ト
、
万
一
の
際
の
家

族
間
の
連
絡
方
法
や
集
合
場
所
な

ど
、
日
ご
ろ
か
ら
話
し
合
い
、
定
期

的
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
非
常
持
出
品
を
用
意
し
て
お
く

　
自
宅
か
ら
の
避
難
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
断
絶
に
備
え
、
当
面
の
生
活
を

支
え
る
非
常
用
品（
飲
料
水
、
非
常
食
、

懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
救
急
用
品
、
毛

布
、
衣
類
な
ど
）
を
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
入

れ
、
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
情
報
を
集
め
る

　
台
風
や
豪
雨
な
ど
は
、
襲
来
時
期

や
規
模
を
あ
る
程
度
予
測
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
、
気
象
庁

か
ら
発
表
さ
れ
る
『
注
意
報
』
や
『
警

報
』、『
気
象
情
報
』な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
市
役

所
や
消
防
署
か
ら
避
難
勧
告
や
指
示

が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

◎
家
屋
編

　
家
屋
に
も
浸
水
や
強
風
へ
の
備
え

が
必
要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
周
囲
を
点

検
し
、
風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

▼
家
屋
…
ト
タ
ン
の
は
が
れ
、
め
く
れ

は
な
い
か
。

▼
外
壁
…
モ
ル
タ
ル
の
壁
に
亀
裂
は
な

い
か
。
板
壁
に
腐
り
や
浮
き
は
な
い

か
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
は

し
っ
か
り
固
定
さ
れ
て
い
る
か
。

▼
雨
ど
い
・
雨
戸
…
雨
ど
い
に
落
ち
葉

や
土
砂
が
詰
ま
っ
て
い
な
い
か
。
継

ぎ
目
の
は
ず
れ
や
塗
装
の
は
が
れ
、

腐
り
は
な
い
か
。
雨
戸
に
ガ
タ
つ
き

や
ゆ
る
み
は
な
い
か
。

▼
窓
ガ
ラ
ス
…
ひ
び
割
れ
、
窓
枠
の
ガ

タ
つ
き
は
な
い
か
。
台
風
の
進
路
に
あ

た
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
強
風
に

よ
る
飛
来
物
な
ど
に
備
え
て
、
外
側
か

ら
板
で
ふ
さ
ぐ
な
ど
の
措
置
を
。

▼
ブ
ロ
ッ
ク
塀
…
ひ
び
割
れ
や
破
損
箇

所
は
な
い
か
。

▼
側
溝
・
排
水
路
…
ゴ
ミ
や
泥
で
流
れ

に
く
く
な
っ
て
い
な
い
か
。

◎
多
様
化
す
る
災
害

▼
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害

　
近
年
は
、
台
風
に
よ
る
災
害
ば
か

り
で
な
く
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
予
測

が
つ
き
に
く
い
局
地
的
な
災
害
が
増

え
て
い
ま
す
。

▼
川
が
な
く
て
も
起
こ
る
都
市
型
水
害

　
地
面
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
で
覆
わ

れ
て
い
る
部
分
が
多
い
と
、
雨
水
が

集
中
し
て
溜
ま
り
下
水
が
逆
流
す
る

な
ど
、
川
が
な
く
て
も
水
害
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
宅
地
の
広
が
り
が
招
く
災
害

　
丘
陵
の
造
成
地
な
ど
宅
地
の
広
が

　
予
知
が
難
し
い
と
さ
れ
る
地
震
と
違
っ
て
、
台
風
や
長
雨
、
豪
雨
は

あ
る
程
度
、
襲
来
時
期
や
規
模
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
突
発
的
な
局
地
的
集
中
豪
雨
の
よ
う
に
予
測
の
難
し
い
も
の
も
あ

り
、
全
国
的
に
は
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
す
。
幸
い
に
も
わ
が
市
は
、
田
名
部
川
放
水
路
（
新
田
名
部
川
）
の

築
造
や
河
川
の
改
修
な
ど
に
よ
り
、
平
成
６
年
９
月
の
集
中
豪
雨
に
よ

る
水
害
以
来
、
大
き
な
風
水
害
を
経
験
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
油
断
す
る

こ
と
な
く
、
家
族
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な

備
え
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

わ
が
家
の
防
災
対
策
　
〜
風
水
害
編
〜

旧
軍
毒
ガ
ス
弾
等
に
関
す
る

情
報
提
供
の
お
願
い

　
最
近
に
お
い
て
神
奈
川
県
寒
川
町
、
平

塚
市
の
工
事
現
場
で
、
作
業
中
の
方
が
旧

軍
の
毒
ガ
ス
剤
に
よ
り
被
災
し
、
ま
た
茨

城
県
神
栖
町
に
お
い
て
は
、
旧
軍
の
嘔
吐

剤
由
来
と
考
え
ら
れ
る
化
学
物
質
に
よ
る

健
康
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
県
に
お
い
て
も
国
が
行
な
う
旧
軍
ガ
ス

弾
等
の
調
査
に
つ
い
て
終
戦
時
に
お
け
る

保
有
お
よ
び
廃
棄
並
び
に
戦
後
に
お
け
る

発
見
お
よ
び
被
災
状
況
等
を
把
握
し
、
旧

軍
毒
ガ
ス
弾
等
に
よ
る
被
災
事
故
の
防
止

を
図
る
た
め
の
情
報
収
集
の
一
環
と
し
て

左
記
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
情
報
提
供
を
お
願
い
す
る
案
件
〉

①
終
戦
時
に
お
け
る
旧
軍
ガ
ス
弾
等
の

保
有
お
よ
び
廃
棄
に
関
す
る
情
報

②
戦
後
に
お
け
る
旧
軍
ガ
ス
弾
等
の

発
見
に
関
す
る
情
報

③
戦
後
に
お
け
る
旧
軍
ガ
ス
弾
等
に

よ
る
被
災
に
関
す
る
情
報

④
戦
後
に
お
け
る
旧
軍
毒
ガ
ス
弾
等

の
処
理
に
関
す
る
情
報
等

〈
情
報
提
供
上
の
注
意
〉

　
ご
提
供
い
た
だ
い
た
情
報
は
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り

ま
す
の
で
、
必
ず
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
を
お
知
ら
く
だ
さ
い
。

※
匿
名
で
の
情
報
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
ご
意
見
等

に
対
し
て
回
答
は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
情
報
提
供
締
切
〉
８
月
25
日
（
月
）

〈
連
絡
先
〉

青
森
県
環
境
政
策
課（
石
岡
・
木
村
）
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◎知って得する豆知識

　台風や豪雨などの気象情報をテレビやラ

ジオ、インターネットなどで収集する場

合、次のことを知っておくと便利です。

り
に
伴
い
、
地
滑
り
な
ど
の
土
砂
災

害
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
築

移
転
す
る
場
合
、
地
元
の
情
報
が
少

な
い
た
め
、
災
害
の
危
険
に
気
付
き

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ブ
ー
ム
が
招
く
災
害

　
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
で

の
レ
ジ
ャ
ー
は
、
天
候
が
悪
化
し
た

と
き
に
思
わ
ぬ
災
害
に
巻
き
込
ま
れ

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

◎
洪
水
の
と
き
の
避
難
方
法

・
歩
け
る
深
さ
…
男
性
で
約
70
㎝
、
女

性
で
約
50
㎝
、
水
が
腰
ま
で
あ
る
よ

う
な
ら
無
理
せ
ず
高
所
で
救
援
を
待

つ
。

・
履
物
…
は
だ
し
、
長
靴
は
厳
禁
。
ヒ
モ

の
つ
い
た
運
動
靴
が
よ
い
。

・
足
元
に
注
意
…
冠
水
し
た
場
所
を
歩

く
と
き
は
、
長
い
棒
を
杖
代
わ
り
に

し
て
水
面
下
の
安
全
を
確
認
し
な
が

ら
歩
く
。

・
ロ
ー
プ
に
つ
な
が
っ
て
…
は
ぐ
れ
な

い
よ
う
に
お
互
い
の
身
体
を
ロ
ー
プ

で
結
ん
で
避
難
す
る
。
特
に
子
ど
も

か
ら
は
目
を
離
さ
な
い
。

・
子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
安
全
に
…
幼

児
は
浮
輪
、
乳
児
は
ベ
ビ
ー
バ
ス
（
風

呂
桶
）
な
ど
を
利
用
し
て
安
全
を
確

保
す
る
。
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自

由
な
人
な
ど
は
背
負
う
。

◎
自
動
車
で
避
難
す
る
と
き
の
注
意
点

・
水
害
情
報
に
注
意
し
、
冠
水
の
深
い

地
域
を
避
け
て
通
行
す
る
。

・
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
冠
水
し
て
見

え
な
い
障
害
物
を
注
意
す
る
。

・
道
路
上
で
の
立
ち
往
生
を
避
け
る

（
マ
フ
ラ
ー
か
ら
水
が
入
る
と
電
気
系

統
が
シ
ョ
ー
ト
し
て
動
か
な
く
な
る
。

や
む
を
得
ず
車
を
放
棄
す
る
場
合
は

路
肩
に
停
め
る
。）

・
駐
車
中
に
浸
水
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
な
い
。（
整
備
会

社
な
ど
に
連
絡
す
る
。）

◎
被
害
の
届
出
は
速
や
か
に

　
自
然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

場
合
は
、
被
害
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
ぐ
に
市
役
所
、
消
防
署
、
警
察

署
な
ど
防
災
関
係
機
関
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。
災
害
の
大
き
さ
や
被
害
の
程

度
に
よ
っ
て
は
、
各
種
救
済
措
置
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈詳しくは〉

市総務課防災係　�22-1111内線147

ペ
ッ
ト
情
報
⑨

医
療
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

◎
体
に
不
調
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
受

診
を
！

　
動
物
由
来
感
染
症
に
感
染
し
て
も
、
風

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
あ
り
ふ
れ
た
皮

膚
病
な
ど
に
似
た
症
状
が
で
る
場
合
が
多

く
、
病
気
の
発
見
も
遅
れ
が
ち
で
す
。
特

に
子
ど
も
や
高
齢
者
は
感
染
し
や
す
い
の

で
要
注
意
で
す
。
医
療
機
関
で
受
診
す
る

際
は
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
状
態
に
つ
い
て
も

医
師
に
話
し
ま
し
ょ
う
。

◎
動
物
（
ペ
ッ
ト
）
も
定
期
検
診
で
病

気
の
早
期
発
見
を

　
動
物
由
来
感
染
症
の
病
原
体
に
感
染
し
て

も
動
物
は
無
症
状
な
こ
と
が
あ
る
た
め
、
知

ら
な
い
う
ち
に
飼
い
主
が
感
染
し
て
し
ま
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
定
期
検
診
を

受
け
る
な
ど
、
日
常
の
健
康
管
理
に
注
意

し
、
病
気
を
早
め
に
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
ペ
ッ
ト
が
病
気
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
人

に
う
つ
る
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
を
獣
医
師

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
相
談

　
ペ
ッ
ト
の
か
か
り
つ
け
動
物
病
院
を
持

ち
、
相
談
で
き
る
関
係
づ
く
り
が
大
切
で

す
。
飼
い
方
、
病
気
の
予
防
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
な
ど
の
相
談
が
で
き
る
と
安
心
で
す
。
ま

ず
、
自
分
の
身
近
な
動
物
か
ら
感
染
の
お
そ

れ
の
あ
る
動
物
由
来
感
染
症
に
つ
い
て
、
知

識
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
次
回
は
『
動
物
由
来
感
染
症
の
種
類
』
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�
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◎雨量の影響

予報用語

やや強い雨

強　い　雨

激 し い 雨

非常に激しい雨

猛 烈 な 雨

１時間の雨量（㎜）

10以上～20未満

20以上～30未満

30以上～50未満

50以上～80未満

80以上～　　

影　　　響

ザーザーと降る。屋内でも雨音で声がよく聞き取れない。長く降り続くと危険。

どしゃ降り。小さな川や側溝があふれたり、小規模ながけ崩れが始まる。

バケツをひっくり返したように降る。道路が川のようになり、がけ崩れが起こりやすい。

滝のように降る。マンホールから水が噴出したり、地下に雨水が流れ込む。

息苦しい圧迫感と恐怖を感じる降り方。大規模な災害が発生するおそれが強い。

◎風の強さと影響

予報用語

やや強い風

強　い　風

非常に強い風

（ 暴　風 ）

猛 烈 な 風

平均風速（m/s）

10以上～15未満

15以上～20未満

20以上～25未満

25以上～30未満

30以上～　　

影　　　響

風に向かって歩きにくい。電線が鳴り、取り付け不完全な看板やトタン板が飛ぶ。

風に向かって歩けない。木の小枝が折れ、車の運転中、横風でハンドルが取られる。

物につかまってしっかり立っていないと転倒する。飛来物でガラスが割れる。

立っていられない。車の運転を続けることは危険。ブロック塀が倒壊する。

樹木が根こそぎ倒れ始める。屋根が飛ばされたり、木造住宅の全壊が始まる。

◎台風の大きさ

呼び方

台　　　　風

大型の台風

超大型の台風

風速15m/s以上の半径

500㎞未満

500㎞以上～800㎞未満

800㎞以上～

◎台風の強さ

呼び方

台　　　　風

強 い 台 風

非常に強い台風

猛烈な台風

最大風速（m/s）

17以上～33未満

33以上～44未満

44以上～54未満

54以上～　　

※『注意報』と『警報』の違い…注意報は、『災害が起こるおそれがある』ときに、警報は『重大な災害が起こるおそれがある』ときに発表されます。気象情報は、

注意報や警報の発表前後に注意を促すため発表されます。
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事
務
事
業
の
見
直
し

▼(

財)

む
つ
下
北
観
光
物
産
公
社
の
管
理

運
営
の
改
善

　
行
革
推
進
本
部
専
門
部
会
の
検
討

案
を
基
に
、
物
産
公
社
に
お
け
る
問

題
点
等
の
現
状
分
析
を
行
な
い
、
物

産
公
社
改
革
案
の
具
合
的
な
検
討
に

入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
第
一
に
発
足
時
の
公
社
運
営
に
期

待
さ
れ
た
メ
リ
ッ
ト
の
状
況
等
。
第

二
に
他
の
類
似
物
産
公
社
等
と
の
職

員
の
給
与
、
待
遇
面
の
比
較
等
。
さ

ら
に
観
光
物
産
館
の
テ
ナ
ン
ト
等
の

現
状
分
析
。
第
三
に
物
産
公
社
の
委

託
事
務
の
分
析
等
。

　
最
終
的
に
は
100
％
出
資
し
て
い
る

む
つ
市
か
ら
物
産
公
社
理
事
会
に
提

言
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
15
年
度
中
に
方
向
性
を
見
出

せ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
と
し
た
。

▼
集
会
所
土
地
借
り
受
け
補
助
金
制
度

の
見
直
し

　
公
平
性
の
確
保
と
適
正
な
住
民
負

担
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
結
論
を

見
い
出
せ
ず
、
更
な
る
検
討
を
必
要

と
し
、
引
き
続
き
平
成
15
年
度
に
お

い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、
町
会
集
会
所

の
土
地
形
態
は
、
補
助
対
象
と
な
る

民
有
地
の
借
上
げ
の
ほ
か
、
市
有
地

の
無
償
貸
付
、
公
共
施
設
の
無
償
使

用
な
ど
が
あ
り
、
公
平
性
の
確
保
と

住
民
負
担
の
観
点
か
ら
は
、
補
助
金

制
度
を
縮
小
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
新
た
な
不
公
平
感
と
過
重
な
住
民

負
担
を
生
じ
か
ね
な
い
。

　
本
補
助
金
制
度
は
、
市
有
地
の
無

償
貸
付
に
対
応
す
る
制
度
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
状
況
を

み
る
と
、
本
制
度
の
廃
止
に
伴
い
住

民
負
担
が
過
重
と
な
る
町
内
会
が

多
々
あ
る
と
と
も
に
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
無
償
貸
付
し
て

い
た
市
有
地
の
有
償
化
と
言
う
問
題

も
浮
上
し
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
本

課
題
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
合
併
を

見
据
え
、
よ
り
慎
重
な
更
な
る
検
討

を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

▼
市
単
独
補
助
金
の
効
率
的
な
運
用

・
数
値
目
標
は
15
％
削
減
、
５
万
円
以

下
は
廃
止
。（
一
般
財
源
ベ
ー
ス
）

　
市
単
独
補
助
金
は
、
数
値
目
標
を

15
％
削
減
と
し
て
取
り
組
み
を
行

な
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
14
％
の
減

と
な
り
、
予
算
額
で
の
対
前
年
度
比

で
は
減
額
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
補

助
金
で
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
削
減
目
標
に
掲
げ
た
項
目
で
未
だ

達
成
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
16
年
度
に
お
い
て
達
成
す
る
こ

と
と
し
た
。

・
対
象
件
数

減
額
件
数
　
28
件
　
減
額
金
額
　
　
△
754
万
１
千
円

廃
止
件
数
　
10
件
　
削
減
金
額
　
　
△
98
万
６
千
円

増
額
件
数
　
２
件
　
増
額
金
額
　
　
　
18
万
６
千
円

同
額
件
数
　
３
件
　
同
額
金
額
　
　
　
　
　
　
０
円

総｠

件｠

数
　
43
件
　
減
額
金
額
　
　
△
834
万
１
千
円

▼
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し(

試
算
額

の
策
定)

　
平
成
14
年
度
で
は
、
料
金
設
定
基

準
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
い
る
宮

城
県
古
川
市
、
東
京
都
練
馬
区
を
参

②
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
方
式
と
汎
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
方
式
双
方
の
共
通
調

査
票
を
作
成
し
比
較
検
討
す
る
。

③
予
定
さ
れ
る
市
町
村
合
併
時
期
の

関
連
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
の
基
本
計
画
を
平
成
15
年
度
後

期
に
策
定
す
る
。

（
※
１
）
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
ー
…
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
呼
ば
れ

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
サ
ー
バ
ー
と
呼
ば
れ
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
す
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム

（
※
２
）
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
…
バ
ッ
チ
処
理
、
オ

ン
ラ
イ
ン
処
理
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
な
ど
広

範
囲
の
す
べ
て
の
問
題
を
解
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
行
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
こ
と

▼
行
政
情
報
化
の
推
進

一
、
む
つ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
提
供

　
市
民
に
対
し
て
、
行
政
情
報
等
の

提
供
と
情
報
収
集
の
た
め
、
次
の
項

目
を
実
施
。

①
各
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

　
男
女
共
同
参
画
室
、
介
護
福
祉

課
、
教
育
委
員
会
、
生
涯
学
習
課
、

公
民
館
の
５
部
署
が
既
存
を
含
め

開
設
し
、
市
民
に
情
報
を
提
供
。

②
申
請
書
な
ど
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド（
※
３
）

　
住
民
票
な
ど
の
郵
便
請
求
、
介

護
福
祉
業
務
に
係
る
申
請
書
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
を
可
能
に
し
た
こ
と
に

よ
り
、
市
民
の
利
便
性
を
向
上
。

二
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ

び
導
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
む
つ
市
情
報
化
推
進
研
究
会
開

発
に
よ
る『P

o
w
er Z
a
im
u
V
2

』

『
む
つ
市
新
行
政
改
革
大
綱
』
の
進
捗
状
況
報
告

考
と
し
て
会
議
を
開
催
し
、
基
本
的

な
考
え
方
等
に
つ
い
て
、
調
査
・
研

究
・
検
討
を
行
い
理
解
を
深
め
た
。

　
平
成
15
年
度
に
お
い
て
、
む
つ
市

の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
、
使
用

料
・
手
数
料
の
実
態
調
査
を
行
な
う

こ
と
と
し
、
実
施
期
間
を
４
月
15
日

〜
５
月
30
日
ま
で
と
し
た
。

　
調
査
調
書
を
回
収
後
、
更
な
る
検

討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

　▼
生
活
保
護
事
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

推
進

　
役
割
分
担
を
決
定
し
て
以
下
の
項

目
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
。

①
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
化
へ
の
経
過

を
把
握
し
た
上
で
、
現
況
事
務
の
分

析
と
問
題
点
を
整
理
し
検
討
す
る
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
化
に
つ
い

て
、
他
市
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
方
式
（
※
１
）
、
汎

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
方
式
（
※
２
）
の

双
方
を
研
究
す
る
。

③
市
町
村
合
併
に
お
け
る
生
活
保
護

事
務
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
シ
ス
テ
ム
化
の
必
要
性
を
再

確
認
し
、
そ
の
対
応
を
検
討
す
る
。

【
平
成
15
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
】

①
生
活
保
護
を
主
管
す
る
課
の
現
況

事
務
を
分
析
し
、
問
題
点
を
明
ら

か
に
す
る
。

　
市
で
は
、
平
成
15
年
１
月
１
日
発
行
の
本
紙
で
『
む
つ
市
新
行
政
改
革

大
綱
』
を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、新
大
綱
に
掲
げ
ら
れ
た
措
置
事
項
を
実
施
推
進
す
る
た
め
推

進
本
部
専
門
部
会
を
再
編
し
、１
月
〜
３
月
に
お
い
て
検
討
会
議
を
開
催

し
、
６
月
12
日
に
行
政
改
革
審
議
会
へ
報
告
を
行
な
い
、
ご
意
見
を
頂
戴

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
に
お
い
て
参
考
意
見
と
し
て
、
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
14
年
度
に
お
い
て
実
施
検
討
し
た
措
置
事
項
の
内
容
に
つ
い
て
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。
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を
正
式
に
平
成
15
年
度
か
ら
業
務

に
採
用
し
、
行
政
事
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
に
次
の
項
目
を
実
施
。

①
機
能
を
強
化
し
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
※

４
）
を
構
築

②
職
員
の
操
作
お
よ
び
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
（
※
５
）
の
た
め
、
３
月
に
研
修

を
実
施

﹇
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
﹈

・
職
員
一
人
ひ
と
り
が
行
政
の
情
報

化
に
対
応
で
き
る
環
境
整
備
と
パ

ソ
コ
ン
を
利
活
用
で
き
る
た
め
の

研
修
を
継
続
す
る
。

・
財
務
会
計
、
文
書
管
理
の
内
部
シ
ス
テ

ム
を
充
実
し
、
行
政
の
効
率
化
お
よ

び
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
図
る
。

・
住
民
の
多
種
多
様
な
要
求
に
対
し
、

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
情
報
の
提
供
手
段

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

﹇
今
後
実
施
予
定
の
施
策
に
つ
い
て
﹈

①
む
つ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実
。

②
伝
票
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
機
能

ア
ッ
プ
。

③
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た

広
域
Ａ
Ｓ
Ｐ
（
※
６
）
へ
の
参
加
と

利
用
の
検
討
。

④
住
民
の
汎
用
受
付
申
請
を
実
現
す

る
た
め
の
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）
へ
の
接
続
。

（
※
３
）
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
…
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で

公
開
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を
、
自
分
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
転
送
す
る
こ
と

（
※
４
）
バ
ー
ジ
ョ
ン
…
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
の
改
訂
番
号
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
１
・
２
・
３

…
と
改
訂
に
し
た
が
っ
て
数
が
増
え
て
い
く

（
※
５
）
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
…
能
力
が
向
上
す
る

（
※
６
）
Ａ
Ｓ
Ｐ
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
・

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
）…
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
経
由
で
提
供
、
貸
与
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
総
称
で
あ
り
、
利
用
者
は
、
自
分
の
端
末
に

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
せ
ず

に
、
必
要
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
サ
ー

バ
に
蓄
積
さ
れ
た
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
も
の
。

広
域
Ａ
Ｓ
Ｐ
：
Ａ
Ｓ
Ｐ
に
て
共
通
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
広
域
的
に
利
用
す
る
こ
と
。

組
織
・
機
構
の
見
直
し

▼
連
絡
所
お
よ
び
分
室
の
廃
止

　
連
絡
所
の
業
務
内
容
、
利
用
状
況

等
を
調
査
検
討
、
特
に
窓
口
事
務
、
納

税
事
務
等
市
民
に
直
結
す
る
問
題
か

ら
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
か

な
い
よ
う
、
ま
た
廃
止
後
の
各
業
務
担

当
課
と
し
て
の
対
応
、
問
題
点
等
を
提

起
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
検
討
を

加
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

定
員
管
理
の
適
正
化

▼
退
職
者
不
補
充
の
推
進｠｠

　
財
政
再
建
と
市
町
村
合
併
と
い
う

大
き
な
課
題
を
抱
え
る
中
で
事
務
遂

行
上
の
必
要
最
少
限
の
職
員
数
を
確

保
す
べ
く
職
員
の
新
採
用（
４
名
）は

あ
っ
た
も
の
の
、
退
職
者（
19
名
）不

補
充
の
基
本
原
則
は
尊
重
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
部
事
務
組
合

か
ら
電
算
セ
ン
タ
ー
部
門
を
吸
収
し
た

こ
と
等
に
よ
り
、（
一
部
事
務
組
合
職

員
の
現
数
は
減
）職
員
現
数
の
削
減
に

は
な
ら
な
い
現
状
維
持
と
な
っ
た
。

　
今
後
は
、
市
町
村
合
併
を
見
据
え

た
適
正
な
定
員
管
理
に
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
退
職
者
不
補
充

を
基
本
と
し
た
人
員
の
適
正
管
理
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

▼
施
設
管
理
業
務
等
の
民
間
委
託
推
進

に
よ
る
職
員
の
削
減

　
行
政
の
効
率
化
と
コ
ス
ト
の
削
減

等
の
観
点
か
ら
、
市
長
車
及
び
議
長

車
の
公
用
車
運
転
に
つ
い
て
の
外
部

委
託
を
検
討
し
、
要
件
が
整
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
15
年
４
月
か
ら
実
施

し
た
。

　
今
後
も
民
間
委
託
が
可
能
な
事
務

事
業
の
抽
出
と
そ
の
方
法
論
を
検
討

し
、
引
き
続
き
外
部
委
託
の
受
け
皿

づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
積
極
的
な

民
間
委
託
に
努
め
る
。

・
市
長
車
に
つ
い
て
は
、
３
月
26
日

売
払
い
を
決
定
し
、
４
月
１
日
付

け
で
市
内
の
旅
客
自
動
車
協
同
組

合
と
業
務
委
託
締
結
。

・
議
長
車
に
つ
い
て
は
、
同
年
４
月

22
日
に
売
払
い
決
定
。
６
月
８
日

入
札
を
行
い
ま
し
た
が
不
落
に
終

わ
り
今
後
に
お
い
て
入
札
を
予
定

し
て
い
る
。

民
間
活
用
・
民
間
委
託

▼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
運
営
の
見
直
し

　
平
成
13
年
度
ま
で
の
利
用
状
況
お

よ
び
現
状
の
分
析
等
を
行
っ
た
。

　
基
本
的
な
考
え
方
は
、
ホ
ー
ム
主

催
の
教
養
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事

業
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
・
参
加
者

に
よ
る
自
主
的
運
営
方
式
へ
の
見
直

し
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

　
地
域
的
要
素
か
ら
す
れ
ば
有
効
か

つ
最
大
限
に
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況

下
に
あ
り
、
当
面
貸
し
館
的
業
務
機

能
を
持
た
せ
て
行
く
必
要
あ
り
と
確

認
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ホ
ー

ム
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る

機
関
と
し
て
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
運

営
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
運
営
に
関
し
て
の
意
思
を
尊
重

し
、
意
見
を
拝
聴
し
て
か
ら
方
向
性
を

明
確
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

▼
保
育
再
編
計
画
の
確
実
な
実
施

　
平
成
14
年
度
に
お
い
て
、
第
２
次

む
つ
市
保
育
再
編
計
画
に
基
づ
き
、

３
月
31
日
付
け
で
、
関
根
保
育
所
を

廃
止
。

　
継
続
入
所
園
児
に
つ
い
て
は
、
柳

町
保
育
所
に
入
所
し
て
い
た
だ
き
、

旅
客
自
動
車
協
同
組
合
と
業
務
委
託

を
締
結
し
送
迎
を
実
施
。

　
平
成
15
年
度
で
は
、
大
平
町
保
育
所

の
経
営
移
譲
に
伴
う
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
人
事
・
財
政
等
の
諸
問
題
の
整

理
・
協
議
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
移
譲
に
伴
う
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
平
成
15
年
５
月
】

・
経
営
移
譲
に
伴
う
諸
問
題
の
整
理

・
保
育
環
境
調
査
（
建
物
、
設
備
を
主
体

と
し
た
老
朽
度
、
耐
用
度
等
）
修
繕
等

を
要
す
る
部
分
へ
の
対
応
、
調
査
、

市
建
設
部
へ
要
請

【
６
月
〜
７
月
】

・
経
営
移
譲
方
針
の
決
定
（
決
裁
等
）

【
９
月
〜
10
月
】

・
修
繕
等
で
予
算
化
が
必
要
な
も
の

の
議
会
措
置

・
経
営
移
譲
相
手
方
の
募
集
（
市
内
法

人
経
営
者
公
募
）

・
希
望
者
へ
の
説
明
会
（
条
例
等
）

・
移
譲
相
手
方
の
決
定
。
並
行
し
て
、

県
所
管
課
と
経
営
移
譲
方
針
の
協

議
を
続
け
る

【
12
月
】

・
経
営
移
譲
対
象
保
育
所
の
『
公
所
』

廃
止
。
移
譲
関
係
議
案
議
会
上
程

【
平
成
16
年
１
月
】

・
経
営
廃
止
（
移
譲
）
対
象
保
育
所
の

職
員
人
事
調
整

【
３
月
】

・
経
営
移
譲
契
約
の
締
結

　
今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
は
、
定

期
的
に
行
政
改
革
の
推
進
状
況
に
つ
い

て
、
当
紙
面
上
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
報
告
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
総
務
課
事
務
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
４
６
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各
委
員
長
報
告

交
通
問
題
対
策

特

別

委

員

会

▼
審
査
事
件

　
第
162
回
定
例
会
（
平
成
11
年
12
月

17
日
）付
託
事
件

①
JR
東
日
本
大
湊
線
問
題
の
対
策
に

つ
い
て

②
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
建
設
促
進

対
策
に
つ
い
て

▼
審
査
の
経
過

　
５
月
20
日
に
委
員
会
を
開
き
、
企

画
部
長
ほ
か
関
係
説
明
員
の
出
席
を

求
め
て
、
経
過
報
告
と
そ
の
後
の
対

策
に
つ
い
て
審
査
し
た
。
ま
た
、
去

る
４
月
28
日
に
は
、
下
北
半
島
縦
貫

道
路
の
整
備
区
間
で
あ
る
野
辺
地
バ

イ
パ
ス
、
有
戸
バ
イ
パ
ス
、
有
戸
北

バ
イ
パ
ス
の
視
察
を
行
な
っ
た
。

▼
審
査
の
概
要

　
去
る
４
月
16
日
、
平
成
15
年
度
下

北
半
島
縦
貫
道
路
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
総
会
並
び
に
下
北
総
合
開
発
期

成
同
盟
会
総
会
が
、
む
つ
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
議
長
が
出
席

し
た
。

　
下
北
半
島
縦
貫
道
路
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
総
会
で
は
、
建
設
促
進
お

よ
び
国
道
279
号
の
国
直
轄
移
管
実
現

に
向
け
て
、
県
並
び
に
国
土
交
通
省

等
の
関
係
機
関
に
対
し
、
積
極
的
に

要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。

　
ま
た
、
下
北
総
合
開
発
期
成
同
盟

会
総
会
で
は
、
JR
大
湊
線
の
強
風
対

策
と
並
行
在
来
線
分
離
後
の
安
定
的
運

行
の
確
保
に
つ
い
て
の
２
点
を
県
へ
重

点
要
望
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
５
月
19
日
、
平
成
15
年
度
青
森
県

鉄
道
整
備
促
進
期
成
会
総
会
が
、
ホ

テ
ル
青
森
で
開
催
さ
れ
、
議
長
が
出

席
し
た
。

　
総
会
で
は
、
事
業
計
画
と
し
て
、

防
風
柵
の
設
置
等
恒
久
的
風
対
策
の
実

施
な
ど
大
湊
線
の
利
便
性
向
上
を
含
む

６
項
目
に
つ
い
て
関
係
機
関
へ
働
き
か

け
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
企
画
部
か
ら
次
の
と
お
り
報
告
が

あ
っ
た
。

（
１
）
JR
大
湊
線
に
つ
い
て

①
運
行
状
況
に
つ
い
て

　
前
委
員
会
で
の
報
告
以
後
、
２
月

か
ら
４
月
ま
で
の
運
行
状
況
に
つ
い

て
は
、
規
制
日
数
は
２
日
で
運
休
本

数
は
４
本
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
平
成
14
年
度
の
運
行

状
況
は
、
風
に
よ
る
規
制
日
数
が
25

日
で
、
運
休
本
数
が
69
本
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
大
雨
や
雪
害
に
よ
る

運
休
が
27
本
で
あ
っ
た
。

　
平
成
13
年
度
と
比
較
す
る
と
、
風

に
よ
る
規
制
日
数
は
１
日
、
運
休
本

数
で
は
65
本
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て

い
る
が
、
速
度
規
制
と
な
っ
た
延
べ

本
数
は
、
平
成
13
年
度
114
本
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
平
成
14
年
度
は
219
本

と
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
運
転
が
規
制
さ
れ
る
風

速
20
m/s
以
上
の
強
風
と
な
っ
て
も
、

運
休
と
な
る
風
速
25
m/s
以
上
を
超
え

る
日
が
昨
年
度
に
比
べ
少
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

②
４
月
16
日
『
JR
大
湊
線
防
風
試
験
柵

研
究
会
』
設
置
に
つ
い
て

　
JR
大
湊
線
に
お
け
る
恒
久
的
な
強

風
対
策
と
し
て
、
有
効
と
考
え
ら
れ

る
防
風
柵
の
効
果
を
検
証
す
る
た

め
、
平
成
13
年
11
月
７
日
に
設
立
し

た
JR
大
湊
線
連
絡
協
議
会
内
に
、
構

成
市
町
村
お
よ
び
青
森
県
、
JR
東
日

本
盛
岡
支
社
の
担
当
課
長
で
構
成
す

る『
JR
大
湊
線
防
風
試
験
柵
研
究
会
』

を
設
置
し
た
。
平
成
15
年
度
の
１
年

間
で
防
風
試
験
柵
の
設
置
場
所
お
よ

び
設
置
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

な
う
。

③
要
望
活
動
に
つ
い
て

　
去
る
４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
、

平
成
15
年
度
下
北
総
合
開
発
期
成
同

盟
会
総
会
に
お
い
て
、
JR
大
湊
線
に

つ
い
て
は
、（
１
）強
風
対
策
、（
２
）

並
行
在
来
線
分
離
後
の
安
定
的
運
行

の
確
保
の
２
点
に
つ
い
て
、
継
続
し

て
県
へ
の
重
点
要
望
と
す
る
こ
と
が

議
決
さ
れ
た
。

④
青
森
県
鉄
道
整
備
促
進
期
成
会
総

会
に
つ
い
て

　
５
月
19
日
、
青
森
県
鉄
道
整
備
促
進

期
成
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
防
風
柵
の

設
置
等
恒
久
的
風
対
策
の
実
施
な
ど
大

湊
線
の
利
便
性
向
上
を
含
む
６
項
目
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
て
い

く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

（
２
）
下
北
半
島
縦
貫
道
路
に
つ
い
て

①
下
北
半
島
縦
貫
道
路
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
総
会
に
つ
い
て

　
去
る
４
月
16
日
に
平
成
15
年
度
下
北

半
島
縦
貫
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
建
設
促
進
お
よ
び

国
道
279
号
の
国
直
轄
移
管
実
現
に
向
け

て
県
並
び
に
国
土
交
通
省
等
の
関
係
機

関
に
対
し
て
積
極
的
に
要
望
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
報
告
に
次
い
で
、
委
員
か

ら
国
の
地
域
高
規
格
道
路
の
方
向
性

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
企
画
部

で
は
内
容
を
把
握
し
て
報
告
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
理
事

者
並
び
に
議
長
と
協
議
の
う
え
問
題
の

処
理
に
あ
た
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

公
　
害
　
対
　
策

特

別

委

員

会

▼
審
査
事
件

　
第
162
回
定
例
会
（
平
成
11
年
12
月

17
日
）付
託
事
件

①
公
害
発
生
状
況
お
よ
び
対
策
に
つ

い
て

②
河
川
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て

③
核
燃
料
等
保
管
施
設
に
お
け
る
安

全
対
策
に
つ
い
て

▼
審
査
経
過

　
５
月
20
日
に
委
員
会
を
開
き
、
企

画
部
長
、
民
生
部
長
ほ
か
関
係
説
明

員
の
出
席
を
求
め
て
、
事
情
を
聴
取

し
審
査
し
た
。

▼
審
査
の
概
要

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
に
つ
い
て
、
所

管
の
各
部
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
が

あ
っ
た
。

（
１
）
日
本
原
子
力
研
究
所
む
つ
事
業
所

に
係
る
立
ち
入
り
調
査
等
に
つ
い
て

　
む
つ
市
が
青
森
県
と
共
同
で
、
平

成
15
年
２
月
26
日
に
実
施
し
た
定
期

立
入
調
査
に
つ
い
て
、
燃
料
廃
棄
物

取
扱
棟
お
よ
び
保
管
建
屋
に
お
け
る

放
射
性
廃
棄
物
の
保
管
状
況
に
異
常

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
な
お
、
前
回
調
査
時
の
平
成
14
年

８
月
22
日
か
ら
200
�
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ド
ラ
ム

缶
３
本
、
使
用
済
樹
脂
収
納
容
器
２

個
が
新
た
に
増
え
、
１
�
鋼
製
容
器

が
１
個
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
使
用
済
み
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
を

処
理
し
た
こ
と
に
よ
り
発
生
し
た
も

議 会 だ よ り

第 176 回定例会

　
む
つ
市
議
会
第
176
回
定
例
会
が
、
去
る
６
月
17

日
か
ら
26
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
９
議
案
14
報
告
２
請
願
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の

結
果
、
可
決
・
承
認
・
報
告
・
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
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の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
13
年
度
の
放
射
線
監

視
結
果
に
つ
い
て
、
評
価
を
い
た
だ

く
原
子
力
船『
む
つ
』安
全
監
視
委
員

会
が
平
成
15
年
２
月
21
日
か
ら
３
月

18
日
に
か
け
て
持
ち
回
り
で
開
催
さ

れ
、
各
委
員
か
ら
周
辺
環
境
に
対
す

る
影
響
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
の

評
価
を
得
た
。

（
２
）
河
川
等
の
水
質
状
況
に
つ
い
て

　
４
月
25
日
、
市
内
９
河
川
17
か
所

か
ら
採
水
測
定
し
た
結
果
、
明
神
川

の
４
地
点
と
田
名
部
川
の
１
地
点
で

Ｂ
О
Ｄ
の
値
が
環
境
基
準
値
を
多
少

上
回
っ
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
箇
所

に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
良
好
な
数
値

で
推
移
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
河
川
の
浄
化
対
策
と
し
て

平
成
13
年
度
か
ら
実
施
し
た
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
者
に
対
す
る
補
助
事

業
実
績
は
、
417
基
、
８
千
716
万
１
千

円
で
あ
る
。
ま
た
本
年
度
分
は
、
５

月
13
日
現
在
40
基
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
る
。
な
お
、
本
年
度
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
補
助
事
業
の
担
当
部

課
は
建
設
部
下
水
道
課
に
変
更
と

な
っ
た
。

　
次
に
日
本
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム
株

式
会
社
と
日
本
ピ
ュ
ア
フ
ー
ド
株
式

会
社
の
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
排
出

水
の
水
質
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、

２
社
と
も
公
害
防
止
協
定
書
に
定
め

る
排
出
基
準
値
内
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ア
ツ
ギ
む
つ
株
式
会
社
む

つ
事
業
所
の
排
出
水
の
水
質
測
定
結

果
に
つ
い
て
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法

の
排
出
基
準
値
内
で
あ
り
、
特
に
問

題
は
な
か
っ
た
。

使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

『
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
』

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

▼
審
査
事
件
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３
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①
中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て

▼
審
査
の
経
過

　
平
成
13
年
３
月
16
日
の
組
織
会
か

ら
平
成
15
年
６
月
10
日
ま
で
の
計
15

回
委
員
会
を
開
く
と
と
も
に
、
平
成

13
年
５
月
30
日
、
７
月
９
日
、
平
成

15
年
２
月
13
日
お
よ
び
２
月
14
日
の

４
回
に
わ
た
り
現
地
並
び
に
先
進
地

を
視
察
し
た
。

　
前
回
定
例
会
ま
で
の
審
査
の
経
過

お
よ
び
概
要
に
つ
い
て
は
、
既
に
報

告
済
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
省
略
し
、

そ
れ
以
後
の
審
査
に
つ
い
て
報
告
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
４
月
17
日
、
５
月
26
日
、
６
月
３

日
お
よ
び
６
月
10
日
に
委
員
会
を
開

き
、
市
長
は
じ
め
助
役
、
収
入
役
、

総
務
部
長
、
企
画
部
長
ほ
か
関
係
説

明
員
の
出
席
を
求
め
て
、
事
情
を
聴

取
し
審
査
し
た
。

▼
審
査
の
概
要

　
４
月
17
日
に
、
東
京
電
力
株
式
会

社
か
ら『
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン

タ
ー
』立
地
可
能
性
調
査
報
告
書
の
提

出
と
事
業
構
想
の
報
告
を
受
け
た
市

長
か
ら
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
同
委
員
会
の
休
憩
中
に
東
京

電
力
株
式
会
社
か
ら
、
実
施
し
た
立
地

可
能
性
調
査
６
項
目
の
報
告
と
中
間
貯

蔵
施
設
の『
事
業
構
想
』に
つ
い
て
、
詳

細
に
わ
た
り
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵

施
設
の
立
地
可
能
性
調
査
結
果
の
妥
当

性
を
検
討
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
『
使

用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る
専

門
家
会
議
』が
、
４
月
16
日
、
非
公
開

で
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
数
名

の
委
員
か
ら
公
開
す
べ
き
と
の
意
見
が

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
専
門
家
会
議
の

一
般
公
開
を
求
め
る
要
望
書
を
市
長
と

専
門
家
会
議
の
山
路
主
査
に
提
出
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
５
月
１
日
付
で
回
答
が
あ
り
、

次
回
の
会
議
か
ら
公
開
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
５
月
26
日
に
市
長
か
ら
、
５
回
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
た『
使
用
済
燃
料
中

間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る
専
門
家
会
議
』

の
調
査
検
討
結
果
が
、「
関
根
浜
周
辺

地
域
に
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
技
術
的

に
可
能
で
あ
る
と
判
断
す
る
」と
の
内

容
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。

　
な
お
、
同
委
員
会
の
休
憩
中
に
、

専
門
家
会
議
の
委
員
か
ら
、
調
査
検

討
内
容
に
つ
い
て
詳
細
に
わ
た
り
説

明
を
受
け
た
。

　
６
月
３
日
に
市
長
か
ら
、
電
源
三

法
交
付
金
に
関
す
る
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
東
京
電
力
株
式
会

社
が
示
し
た
事
業
構
想
に
基
づ
い
て

施
設
を
立
地
し
た
場
合
、
電
源
三
法

交
付
金
の
総
額
は
、
約
60
年
で
１
千

290
億
円
に
な
る
と
の
試
算
を
明
ら
か

に
し
た
。

　
な
お
、
同
委
員
会
の
休
憩
中
に
、

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
職

員
か
ら
、
電
源
三
法
交
付
金
に
関
す

る
国
の
方
向
性
に
つ
い
て
詳
細
に
わ

た
り
説
明
を
受
け
た
。

　
６
月
10
日
に
市
長
か
ら
、
５
月
31

日
お
よ
び
６
月
１
日
開
催
さ
れ
た『
市

民
説
明
会
』お
よ
び
６
月
５
日
に『
使

用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
対
策
懇
話

会
』か
ら
受
け
た
意
見
報
告
書
の
内
容

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
市
長
は
、
懇
話
会
の
報
告
書
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
受
け
止
め
方
に
違

い
は
あ
る
と
思
う
が
、「
住
民
投
票
で

誘
致
の
可
否
を
決
め
る
べ
き
」と
い
う

意
見
や
慎
重
な
意
見
は
あ
っ
た
も
の

の
、
全
体
と
し
て
は
賛
成
意
見
が
大

勢
を
占
め
て
い
る
と
し
、
今
後
本
特

別
委
員
会
の
意
向
を
伺
い
な
が
ら
、

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
誘
致

の
是
非
に
つ
い
て
判
断
し
た
い
と
の

考
え
を
示
し
た
。

　
委
員
長
報
告
の
取
り
ま
と
め
の
際

に
、
２
委
員
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設
の

「
立
地
に
支
障
な
し
」、「
立
地
は
妥
当

で
あ
る
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
れ

に
大
半
の
委
員
が
賛
同
し
た
こ
と
か

ら
意
見
の
す
り
合
わ
せ
を
し
、「
立
地

は
可
能
で
あ
る
」と
の
表
現
で
本
委
員

会
の
最
終
調
査
結
果
と
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
な
お
、
３
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
、

「
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
」、「
住
民
投

票
の
結
果
を
見
極
め
る
べ
き
」、「
議

論
は
尽
く
し
足
り
な
い
」等
の
反
対
意

見
に
つ
い
て
は
、
少
数
意
見
の
留
保

と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
た
。

少

数

意

見

報

告

書

▼
審
査
事
件
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①
中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て

▼
意
見
の
要
旨

　
東
京
電
力
株
式
会
社
の『
リ
サ
イ
ク

ル
燃
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
』立
地
可
能
性

調
査
最
終
報
告
書
が
、
４
月
11
日
に

市
長
に
提
出
さ
れ
、
４
月
17
日
に
は

当
特
別
委
員
会
で
そ
の
報
告
と
、
事

業
構
想
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
４
月
か
ら
６
月
初
旬
ま
で
の
わ
ず

か
２
か
月
間
に
、
専
門
家
会
議
を
５

回
、
市
民
懇
話
会
を
６
回
開
催
し
、

そ
れ
ぞ
れ「
施
設
建
設
は
技
術
的
に
可

能
」
お
よ
び
「
市
の
財
政
危
機
を
考

え
、
消
極
的
賛
成
が
多
数
」と
の
報
告

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
専
門
家
会
議
の
調
査
報

告
は
、
東
京
電
力
の
報
告
書
を
基
に

し
た
書
類
審
査
が
主
で
、
科
学
的
調

査
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
市
民
懇
話
会
の
委
員
は
各
団
体
か
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ら
の
推
薦
で
選
ば
れ
た
が
、
団
体
代

表
で
は
な
く
個
人
の
資
格
で
の
発
言

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
講
師
は
推
進
派
の
科
学
者

だ
け
で
、
批
判
派
の
科
学
者
は
除
外

さ
れ
た
中
で
行
な
わ
れ
た
。
し
か

も
、
最
終
会
合
で
市
長
は
、
施
設
誘

致
は
市
財
政
を
救
う
も
の
で
は
な
い

と
発
言
し
、
委
員
か
ら「
そ
れ
な
ら
誘

致
す
る
必
要
が
な
い
」な
ど
と
反
発
を

招
い
た
。
こ
れ
は
懇
話
会
が
議
論
し

て
き
た
前
提
が
崩
れ
る
重
大
な
問
題

で
あ
る
。

　
海
外
の
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
で

は
、
賛
否
両
論
者
が
か
な
り
の
数
の
議

論
を
し
て
か
ら
両
者
納
得
の
う
え
、
結

論
を
出
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く

『
住
民
投
票
』を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

運
動
も
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
結
果
を
見
て
か
ら
判
断
し

て
も
遅
く
な
い
と
思
う
。

　
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
貯
蔵
施
設
に

は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な
ど
放
射
性
物
質
を

含
む
危
険
性
の
高
い
も
の
が
貯
蔵
さ

れ
、
そ
の
規
模
は
２
棟
で
６
千
ト
ン

と
、
全
国
の
原
子
力
発
電
所
か
ら
排
出

さ
れ
る
使
用
済
み
核
燃
料
６
年
分
に
相

当
し
、
キ
ャ
ス
ク
に
よ
る
50
年
と
い
う

長
期
に
わ
た
る
貯
蔵
は
、
世
界
で
も
ま

だ
経
験
が
な
く
、
こ
の
間
、
臨
界
や
放

射
線
漏
れ
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
な
い

と
は
言
え
な
い
。

　
ま
た
２
０
０
５
年
に
操
業
開
始
予

定
の
六
ヶ
所
の
再
処
理
工
場
は
、
800

ト
ン
の
処
理
能
力
を
持
つ
が
、
全
国

の
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
排
出
量
は

年
間
１
千
ト
ン
で
あ
り
、
年
間
200
ト

ン
が
再
処
理
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。
第
二
再
処
理
工
場
の
建
設
計
画

は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
高
速
増
殖
炉
の
事
故
に
加
え
、
プ

ル
サ
ー
マ
ル
計
画
が
、
福
島
県
、
新

潟
県
知
事
の
反
対
な
ど
で
、
わ
が
国

の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
政
策
は
行
き
詰

ま
っ
て
お
り
、
む
つ
市
の
中
間
貯
蔵

施
設
か
ら
の
搬
出
先
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。

　
経
済
効
果
の
面
で
は
、
キ
ャ
ス
ク

を
除
く
建
設
工
事
費
は
２
棟
分
で
200

〜
300
億
円
で
あ
り
、
さ
ら
に
地
元
業

者
に
は
30
％
程
度
に
と
ど
ま
り
、
期

待
し
て
い
た
の
よ
り
は
か
な
り
少
な

い
。

　
ま
た
、
電
源
三
法
交
付
金
は
60
年

間
に
わ
た
っ
て
交
付
さ
れ
る
と
は
い

え
、
一
般
財
源
と
は
成
り
得
ず
、
い

わ
ゆ
る
ひ
も
付
き
財
源
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
の
赤
字
補
て
ん
策
に
成
り

得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
特
別
委
員

会
で
の
議
論
が
尽
く
し
足
り
た
と
は

思
え
な
い
。
従
っ
て
、「
立
地
は
可
能

と
す
る
」特
別
委
員
会
の
最
終
報
告
に

同
意
で
き
な
い
。

議

案

審

議

議
　
案

▼
む
つ
市
か
ま
ふ
せ
ビ
レ
ッ
ジ
設
置
条
例

　
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
か
ら
委
託

を
受
け
て
市
が
管
理
し
て
い
た
む
つ

勤
労
者
野
外
活
動
施
設
を
譲
り
受

け
、
公
の
施
設
と
し
て
管
理
運
営
す

る
た
め
の
も
の
　

▼
む
つ
市
育
英
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
当
市
の
人
材
育
成
に
と
い
う
趣
意

を
も
っ
て
、
む
つ
地
区
更
生
保
護
婦

人
会
か
ら
20
万
円
の
寄
附
を
受
け
た

の
で
、
こ
れ
を
育
英
資
金
に
組
み
入

れ
、
有
効
な
管
理
運
営
を
図
る
た
め

の
も
の

▼
む
つ
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
８
月
25
日
か
ら
行
う
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
に
係
る
手
数
料

と
市
外
の
方
が
む
つ
市
で
住
民
票
の

写
し
の
交
付
を
受
け
る
場
合
の
手
数

料
を
定
め
る
た
め
の
も
の

▼
青
森
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
等

組
合
が
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
に
名
称
変
更
し
た
こ
と
に
伴

い
、
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
が

あ
っ
た
も
の

▼
平
成
15
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
５
２
８
万
３
千
円
の
増
額
補
正
）

報
　
告

▼
平
成
14
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書

　
浜
奥
内
漁
港
施
設
整
備
事
業
の
繰

越
し
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の（
翌
年

度
繰
越
額
４
千
８
０
万
円
）

▼
平
成
14
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　
要
介
護
認
定
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

構
築
事
業
の
繰
越
し
に
つ
い
て
報
告

す
る
も
の（
翌
年
度
繰
越
額
３
千
４
６

４
万
１
千
円
）

▼
平
成
14
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会
計

継
続
費
繰
越
計
算
書

　
２
事
業
の
逓
次
繰
越
し
に
つ
い
て

報
告
す
る
も
の（
翌
年
度
逓
次
繰
越
額

老
朽
管
更
新
事
業
３
９
６
万
６
千
２

９
４
円
・
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業

７
４
９
万
４
千
８
８
５
円
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
む
つ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例（
去
る
３
月
31
日
付
け
を
も
っ

て
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
む
つ
市
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域

に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例（
去
る
３
月
31
日
付
け
を
も
っ
て
半

島
振
興
法
第
17
条
の
地
方
税
の
不
均

一
課
税
に
伴
う
措
置
が
適
用
さ
れ
る

場
合
等
を
定
め
る
省
令
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
条
文
整
理
し
た
も

の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
む
つ
市
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会

条
例
を
廃
止
す
る
条
例（
去
る
３
月
31

日
付
け
を
も
っ
て
地
方
税
法
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
む
つ
市
特
別
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土
地
保
有
税
審
議
会
を
４
月
１
日
付

け
で
廃
止
し
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
14
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
11
億
６
千
８
６
９
万
５
千
円

の
減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
14
年
度
む
つ
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算（
２
億
８
千
６
万
５

千
円
の
減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
14
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
２
千
１
９
４
万

９
千
円
の
減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
14
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
15
年
度
む
つ
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算（
２
千
３
１
６
万
２

千
円
の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
15
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
２
千
４
９
７
万
２
千
円
の
増

額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
15
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
14
億
６
千
６
４
８
万
５
千
円

の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
15
年
度
む
つ
市
用
地
造
成
事

業
会
計
補
正
予
算（
14
億
８
千
３
６
５

万
９
千
円
の
増
額
補
正
）

議
員
提
出
議
案

▼
道
路
整
備
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書

▼
税
源
移
譲
を
基
本
と
す
る
三
位
一
体

改
革
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書

▼
国
立
療
養
所
八
戸
病
院
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
等

難
病
専
用
病
棟
の
早
期
整
備
に
関
す

る
意
見
書

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

に
関
す
る
意
見
書

請
願
書

▼
使
用
済
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
誘
致

を
決
定
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願

▼
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
誘

致
を
決
め
な
い
こ
と
に
関
す
る
請
願

一

般

質

問

　
一
般
質
問
は
、
６
月
23
日
、
24
日
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
川
　
下
　
八
十
美

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
定
例
記
者
会
見
に
つ
い
て

・
議
会
全
員
協
議
会
へ
の
考
え
方
と

活
用
に
つ
い
て

・
県
知
事
選
挙
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▼
施
政
方
針
と
重
点
施
策
に
つ
い
て

・
JR
下
北
駅
前
広
場
整
備
事
業
に
つ

い
て

・
中
間
貯
蔵
施
設
の
立
地
に
つ
い
て

◎
高
　
田
　
正
　
俊

▼
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

問
題
に
つ
い
て

・
同
施
設
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
の
対
応
姿
勢
を
伺
う

▼
市
有
地
の
売
却
状
況
に
つ
い
て

・
未
利
用
の
市
有
地
面
積
等
を
伺
う

・
売
却
予
定
の
市
有
地
を
伺
う

▼
情
報
政
策
業
務
に
つ
い
て

・
情
報
政
策
課
設
置
の
目
的
お
よ
び

業
務
内
容
を
伺
う

・
個
人
情
報
の
保
護
管
理
体
制
を
伺
う

▼
文
化
財
収
蔵
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
む
つ
市
文
化
財
収
蔵
庫
の
管
理
お

よ
び
利
用
状
況
を
伺
う

・
今
後
の
文
化
財
収
蔵
の
あ
り
方
を

伺
う

◎
宮
　
下
　
順
一
郎

▼
使
用
済
み
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
に

つ
い
て

・
使
用
済
み
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
全

般
に
つ
い
て
の
検
証
に
つ
い
て

◎
石
　
田
　
勝
　
弘

▼
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

に
つ
い
て

・
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
誘

致
に
つ
い
て
の
諸
問
題
に
つ
い
て

▼
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

・
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て

◎
中
　
村
　
正
　
志

▼
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

に
つ
い
て

・
同
施
設
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ

い
て

▼
構
造
改
革
特
区
に
つ
い
て

・『
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
創
造
特

区
』
に
つ
い
て

・
む
つ
市
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

▼
景
気
対
策
に
つ
い
て

・
市
内
企
業
へ
の
新
た
な
支
援
策
に

つ
い
て

▼
少
人
数
学
級
に
つ
い
て

・
平
成
14
年
度
の
実
施
状
況
お
よ
び

成
果
に
つ
い
て

・
平
成
15
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◎
新
　
谷
　
昭
　
二

▼
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

問
題
に
つ
い
て

・
原
子
力
行
政
と
中
間
貯
蔵
施
設
の

諸
問
題
の
対
応
に
つ
い
て

▼
市
財
政
に
つ
い
て

・
平
成
14
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会

計
お
よ
び
企
業
会
計
決
算
の
見
通

し
に
つ
い
て

・
赤
字
解
消
計
画
と
今
後
の
財
政
対

策
に
つ
い
て

▼
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

・
合
併
特
例
法
に
つ
い
て

・
む
つ
下
北
地
域
の
市
町
村
合
併
と

方
向
性
に
つ
い
て

▼
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
を
最

後
に
退
官
し
た
元
海
将
に
絵
画
を

贈
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
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詳しくは市立図書館へ

�２８－３５００

２８－３４００
 は休館日です。

８月の図書館カレンダー

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

水

6
13
20
27

金

1
8
15
22
29

土

2
9
16
23
30

日

3
10
17
24
31

月

4
11
18
25

い の ち は 見 え る よ

おばあちゃんすごい！

１ ４ 歳 か ら の 哲 学

天 と 地 を 測 っ た 男

ストリートチルドレン

韓国の若者を知りたい

物理のトビラをたたこう

岩 石 ・ 鉱 物

麻 薬 探 知 犬 ア ー ク

村上祥子のワクワクはじめてクッキング

ま あ く ん す き だ よ

ダ レ ン ・ シ ャ ン ８

難 民 少 年

スプーンおばさんのお料理絵本パーティー編

ど ・ ん ・ ま ・ い

子守歌は魔のメロディー

マリア探偵社死界からのメッセージ

ブ ン ダ バ ー ４

きみを守るためにぼくは夢をみる

小さなバッタのおとこのこ

落 ち て き た 時 間

菜の子先生がやってきた！

水 底 の 棺

恋の予感はバラの香り

ピ ア ニ ッ シ シ モ

コ ロ ッ ケ 探 偵 団 ７

おっちょこチョイ姫ちょっとまった！ご婚礼の巻

及 川 和 男

中　川　ひろたか

池 田 晶 子

岡　崎　ひでたか

工 藤 律 子

水 野 俊 平

阿 部 竜 蔵

木 村 一 成

桑 原 崇 寿

村 上 祥 子

鹿 島 和 夫

ダレン・シャン

ベンジャミン・ゼファニア

アルフ・プリョイセン

青 山 季 市

伊 藤 才 見

川 北 亮 司

くぼしま　り　お

白 倉 由 美

貴乃花　光　司

たから　しげる

富 安 陽 子

中　川　なをみ

名木田　恵　子

梨　屋　アリエ

那 須 正 幹

西 本 七 星

【 児童書・絵本 】

殺 人 山 行 恐 山

黒 い 自 画 像

お 母 さ ん の 恋 人

４ Ｔ Ｅ Ｅ Ｎ

恋 愛 写 真

ぼくらはみんな閉じている

西 の 善 き 魔 女 外 伝 ３

ザ・ファイナル・オプション

水 滸 伝 １ ０

脇 役

寂 夜

一 角 獣

抱いて、そしてそのまま殺して

吾 、 器 に 過 ぎ た る か

代表作時代小説平成15年度

光 武 帝 下

セ カ ン ド ・ サ イ ト

ふ た た び の 恋

晩 鐘 上 ・ 下

生 誕 祭 上 ・ 下

ぬ し さ ま へ

夢 は 荒 れ 地 を

輝 く 日 の 宮

残 光 の ア テ ィ ス

約 束 の 冬 上 ・ 下

村上春樹全作品〔２〕－４

棟 居 刑 事 の 東 京 夜 会

梓　　　林太郎

阿刀田　　　高

伊 井 直 行

石 田 衣 良

市 川 拓 司

小 川 勝 己

荻 原 規 子

落 合 信 彦

北 方 謙 三

北　原　亜以子

玄 月

小　池　真理子

佐 藤 亜 有 子

佐 藤 雅 美

日本文芸家協会

塚 本 青 史

中 野 順 一

野 沢 　 尚

乃 南 ア サ

馳 　 星 周

畠 中 恵

船 戸 与 一

丸 谷 才 一

三　浦　真奈美

宮 本 　 輝

村 上 春 樹

森 村 誠 一

【 文　　　　　学 】 山田風太郎コレクション３

リ ア ル 鬼 ご っ こ

永 遠 の 途 中

真 相

ボロボロになった人へ

ハ ー ト ソ ン グ

闇 へ 降 り る

魔 法 の 杖

男 は 女 で 修 行 す る 。

日本とは何かということ

朝 に は 紅 顔 あ り て

その時歴史が動いた１９

日 本 の 中 世 １ ０

最後の娼婦ノーマ・ウォレス

浮気な国王フェリペ四世の宮廷生活

『広告チラシ』でつくる季節の飾り＆生活小物

ピ ア フ 愛 の 手 紙

作 家 の 四 季

不 安 の 力

月 夜 に 遊 ぶ 天 使 た ち

車椅子から青空がみえる

下北『核』半島危険な賭け

原 発 の 現 状 と 消 防

山　田　風太郎

山 田 悠 介

唯 川 　 恵

横 山 秀 夫

リリー・フランキー

マティ・ステパネク

ネヴァダ・バー

ジョージア・サバス

中 谷 彰 宏

司　馬　遼太郎

大 谷 光 真

Ｎ Ｈ Ｋ 取 材 班

網 野 善 彦

クリスティン・ウィルツ

佐 竹 謙 一

寺　西　恵里子

エディット・ピア

池　波　正太郎

五 木 寛 之

越阪部　重　之

松 上 京 子

山 田 清 彦

岸 本 洋 平

【 哲学・思想・宗教 】

【 歴史・地理・伝記 】

【 美術・工作・音楽 】

【 エッセイ・対談・ルポタージュ 】

【  原 子 力  】

火

5
12
19
26

第145 回下北文化会館主催事業

角笛シルエット劇場
９月25日（木）・26日（金）／午前10時開演

一般・800円／団体・500円　　下北文化会館 �22-8411

木

7
14
21
28
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　去る５月24日から６月７日の２週間、私の両親が来日しまし

た。成田空港に迎えに行き、翌日の朝早くから、築地のにぎやか

な市場や、日光の華やかなお寺を巡りました。そして、むつ市と

青森県の豊かな自然、例えば仏ヶ浦や青荷温泉、恐山の神秘性を

拝見しました。非常に短時間で車で1,000㎞以上の距離を走りま

した。全部が楽しかったです。

　両親がいる間、出会ったみなさんがとても暖かく歓迎してくれ

ましたのでお礼を言いたいと思います。みなさんのおかげで両親

は２週間と言う短い時間で日本や日本文化についてたくさんの楽

しい体験ができ、またむつ市のみなさんの親切さが分かったので

はないかと思います。

　海老川書道教室の高松先生の指導で初めての書道を体験し、石

田先生の太極拳クラスのみなさんと一緒に太極拳をしました。あ

りがとうございました。

　それから、私が教えている料理教室のみなさんの協力でおいしい

シーザーサラダなどを作り、私が担当しているFMアジュールのラ

ジオ番組でラジオデビューをしました。ありがとうございました。

　そして、私が教えている英会話教室と下北国際ふれあい会が素

晴らしい歓迎会をやってくれました。その時、一人が綺麗な着物

を着て扇子を持って素敵な伝統的な踊りを踊ってくれました。そ

れから、秘書課にいる茶道を習っている同僚が茶道の筒井先生と
た

一緒に優雅な『茶の湯』（正式に抹茶を点てて飲ませた）を説明し

ながらやってもらいました。ありがとうございました。

　中西勇太郎さんが自分の建具センターを見学させてくださり、二つ

の家族から食事をごちそうになりました。ありがとうございました。

　２週間に、あれほどの体験が出来て素晴らしいだと思います。

私と両親は心から深く感謝しております。残念ながらこの２週間

がとても早く終わってしまいました。

　ところで、７月末から８月はじめ、むつ市と下北半島の多くの

英語指導助手たちの契約が終わり、帰国してしまいます。今年は

非常に人数の多い８人が下北半島から出てしまう予定です。

　今回、むつ市教育委員会に勤めていたジンテル・クリスト

ファーさんからのメッセージを送ります。

　「生徒やご両親、先生方、そしてむつ市民の最初から最後までの

下北文化会館・大ホール８月の催し物案内

�２日（土）13:30～16:00 ………………………………《関係者》

本物の舞台芸術体験劇場（寄席芸能公演）

�５日（火）14:30～16:30 ……………………………《入場無料》

ＮＨＫ全国学校音楽コンクール下北地区予選会

�10日（日）9:40～19:50 ……………………… 《自由席800円》

全日本吹奏楽コンクール第45回青森県大会

�22日（金）14:00～15:30 ………………………………《関係者》

平成15年度教育講演会

　国際交流員

ター・ディビット

�27日（水）18:30～20:30 ……………………《自由席2,000円》

明治大学マンドリン倶楽部コンサート

�31日（日）13:30～16:00 ……………………………《入場無料》

第14回工藤和代音楽教室発表会

〈詳しくは〉

下北文化会館　�22-8411

ご親切に感謝いたします。２年間むつ市のすべ

ての小学校と中学校の生徒たちと出会う機会が

ありました。むつ市にいる間、本当に最も特別な

ことは生徒たちと話したり遊んだりしたことで

した。

　むつ市の生徒たちに対して英語教育は大切だと

思っています。たくさんの人々と話が出来る有益な

手段だけではなく、他の文化や他の国々に理解や興

味を持つこともできます。外国人教師として生徒た

ちに英語や世界などの様々なことを伝えるが出来た

と思います。また、世界の人は同じと言うことをわかってくれたら嬉

しいです。

　むつ市でたくさんの楽しい思い出ができました。

　夏は大湊ねぶたと田名部祭り、秋は薬研の風景、冬は釜臥山で

スノーボード、春は水源地公園と早掛公園の花見、全部は素晴ら

しかったです。そして、学校の祭り、むつ市主催のイベントや下

北国際ふれあい会などのおかげでたくさんの文化的なイベントに

参加しました。この様なイベントや下北半島の四季を通して、こ

ちらの生活が少し分かるようになったと思います。

　むつ市と下北半島の人たちはとても親切です。たくさんの人が

わざわざ無理して助けたり手伝ったり、生活に誘ってくれました。

　むつ市と下北半島は、とても綺麗なところだと思います。

　ですから、暮らしている所に誇りを持って、もっと素晴らしい

ところになるよう努力してください。去る２年間むつは「ホーム」

と思い、すごくラッキーだと思います。

　最後になりましたが、むつ市でのいろいろな機会を与えてくれ

た皆様に感謝いたします。この体験は一生忘れられません。あり

がとうございました。」

連絡してください（日本語もO.K.）

クリス・ジンテル（Email：chriszintel@hotmail.com ）

C. Zintel

24103 SE 47th Place

Issaquah, WA 98029 USA

T e m p u s  F u g i t （ラテン語・光陰矢の如し）

下
北
美
術
展
（
高
校
・
一
般
の
部
）

絵
画
、
写
真
、
書
道
の

出
展
作
品
募
集

〈
種
　
別
〉
絵
画
、
写
真
、
書
道

〈
申
込
み
（
搬
入
）
期
間
〉

９
月
12
日（
金
）〜

24
日（
水
）午
後
５
時
ま
で

〈
申
込
み
（
搬
入
）
場
所
〉
市
公
民
館

〈
出
品
規
定
〉

　
公
募
展
等
未
発
表
の
も
の
を
各
種
ひ

と
り
１
点
ま
で
（
各
種
別
ご
と
の
詳
し
い
出

品
規
定
は
開
催
要
項
に
あ
り
ま
す
）

〈
出
品
料
〉

・
一
　
般
…
…
…
…
…
…
…
１
千
円

・
高
校
生
…
…
…
…
…
…
…
…
無
料

※
開
催
要
項
お
よ
び
出
品
書
は
、
公
民
館
、
広

報
広
聴
課
、
各
連
絡
所
に
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
便
で
の
請
求
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
展
示
会
】

〈
い
つ
〉
10
月
10
日
（
金
）
〜
14
日
（
火
）

〈
ど
こ
で
〉
市
公
民
館
展
示
ホ
ー
ル

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
地
方
公
民
館
連
絡
協
議
会（
市
公
民
館
内
）

�

24－

１
２
２
４
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生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ ...

　生涯学習課 内線732 市公民館 �24-1224
　保健体育課 内線742 市立図書館 �28-3500
※　市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくりこの夏、手づくり体験してみよう！

～体験学習にチャレンジ～

◎
手
づ
く
り
木
工
・
陶
芸
体
験

〈
い
つ
〉
通
年
（
水
曜
日
休
館
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

〈
ど
こ
で
〉
佐
井
村
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク

〈
ど
ん
な
〉

　
ヒ
バ
材
を
使
っ
た
木
工
品
の
組
み

立
て
、
木
彫
り
、
陶
芸
。

〈
料
金
〉
５
０
０
円
〜

〈
そ
の
他
〉
要
予
約
（
１
週
間
前
ま
で
）

〈
詳
し
く
は
〉

佐
井
村
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク

�

38－

２
９
２
９

◎
手
づ
く
り
木
工
体
験

〈
い
つ
〉
通
年
・
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉
㈲
村
口
産
業
（
易
国
間
）

〈
ど
ん
な
〉

　
青
森
ヒ
バ
を
使
っ
た
木
工
作
り
を

体
験
し
て
み
よ
う
。

〈
料
金
〉
１
千
円
〜

〈
そ
の
他
〉
要
予
約
（
１
週
間
前
ま
で
）

〈
詳
し
く
は
〉

㈲
村
口
産
業

�

35－

２
１
４
７

◎
陶
器
づ
く
り
体
験

〈
い
つ
〉
通
年
・
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉
川
内
町
陶
芸
セ
ン
タ
ー

〈
ど
ん
な
〉

　
陶
芸
の
制
作
、
ま
た
は
絵
付
け
を

体
験
。

〈
料
金
〉
１
千
円
〜

〈
そ
の
他
〉
要
予
約
（
１
週
間
前
ま
で
）

〈
詳
し
く
は
〉

川
内
町
陶
芸
セ
ン
タ
ー

�

42－

２
１
１
５

◎
時
雨
彫
り
体
験

〈
い
つ
〉
通
年

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

〈
ど
こ
で
〉
中
西
木
工
セ
ン
タ
ー
工
芸
部

〈
ど
ん
な
〉

　
木
材
透
か
し
彫
り
加
工
を
し
て
、

し
お
り
や
絵
馬
を
作
り
ま
す
。

〈
料
金
〉
５
０
０
円
（
し
お
り
３
枚
）
〜

〈
そ
の
他
〉
要
予
約
（
前
日
ま
で
）

〈
詳
し
く
は
〉

中
西
建
具
セ
ン
タ
ー
工
芸
部

�

22－

２
６
３
５

◎
手
作
り
を
通
し
て
縄
文
体
験
し
よ
う

〈
い
つ
〉
通
年

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
11
月
〜
３
月
は
午
後
５
時
ま
で
）

〈
ど
こ
で
〉

縄
文
時
遊
館
体
験
工
房（
青
森
市
）

〈
ど
ん
な
〉

あ
ん
ぎ
ん

　
縄
文
ポ
シ
ェ
ッ
ト
、
編
布
、
板
状

土
偶
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
勾
玉
、
ミ

ニ
土
偶
、
組
み
ひ
も
等
を
作
っ
て
縄

文
時
代
を
楽
し
も
う
。

〈
料
金
〉
２
０
０
円
〜
１
千
円

〈
詳
し
く
は
〉

縄
文
時
遊
館

�
０
１
７－

７
６
６－

８
２
８
２

『
家
庭
の
日
』

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
わ
が
家
の
『
家
庭
の
日
』
を
テ
ー
マ

に
、
家
族
で
撮
っ
た
思
い
出
の
写
真
や
、

心
温
ま
る
写
真
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
応

募
し
て
み
て
は
？

〈
応
募
資
格
〉

・
青
森
県
在
住
の
方

・
写
真
を
撮
っ
た
方
と
、
文
章
を
書
い

た
方
が
ど
ち
ら
も
家
族
で
あ
る
こ
と

〈
応
募
方
法
〉

　
応
募
用
の
台
紙
に
写
真（
サ
ー
ビ
ス

版
程
度
）を
貼
り
、
そ
の
写
真
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
思
い
出
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
市
生
涯
学
習
課
に
準
備
し
て

お
り
ま
す
。

〈
応
募
締
切
〉

８
月
31
日（
日
）当
日
消
印
有
効

〈
各
賞
〉

・
最
優
秀
賞
…
…
…
１
点
（
賞
状
・
記
念
品
）

・
優
秀
賞
…
…
…
…
３
点
（
賞
状
・
記
念
品
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
…
10
点
（
賞
状
・
記
念
品
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

青
少
年
育
成
青
森
県
民
会
議
事
務
局

�
０
１
７－

７
３
４－

９
２
２
４

０
１
７－

７
３
４－

８
０
５
０

イ ベ ン ト 情 報
イ　ベ　ン　ト

棟 方 志 功 展

県立三沢航空科学館オープン

フ ァ ッ シ ョ ン 甲 子 園

大間町ブルーマリンフェスティバル

川内川ヤマメのつかみどり

期　　日

８月２日～９月15日

８月 ８ 日

８月 ９ 日

８月 14日

８月 14日

開　催　地

（ 青 森 市 ）

（ 三 沢 市 ）

（ 弘 前 市 ）

（ 大 間 町 ）

（ 川 内 町 ）

お問い合わせ

県 立 郷 土 館

県立三沢航空科学館

県文化スポーツ振興課

大間町産業振興課

川 内 町 観 光 協 会

電話番号

0 1 7 - 7 7 7 - 1 5 8 5

0 1 7 6 - 5 0 - 7 7 7 7

0 1 7 - 7 3 4 - 9 2 0 7

0 1 7 5 - 3 7 - 2 1 1 1

0 1 7 5 - 4 2 - 2 3 0 1
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食
物
を
調
理
す
る
容
器
と
し
て
の
鍋

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

と
釜
の
歴
史
は
古
く
、『
倭
名
類
聚
鈔
』

に
カ
ナ
ナ
ベ
、
カ
ナ
へ
（
器
）
と
あ
る
の

で
、
平
安
時
代
に
は
暮
ら
し
の
必
需
品

と
し
て
、
炊
事
用
具
が
作
ら
れ
て
い
た

と
推
測
さ
れ
る
。

い

ろ

り

　
各
地
方
の
民
家
で
は
囲
炉
裏
で
暖
を

つ
る
な
べ

と
り
、
カ
ギ
ヅ
ゲ
（
自
在
鈎
）
に
吊
鍋
を

掛
け
て
、
煮
炊
き
を
す
る
の
で
鍋
が
普

及
し
、
近
年
ま
で
使
用
し
て
き
た
。
主
食

の
米
に
稗
、
粟
な
ど
の
穀
物
を
混
ぜ
て

炊
い
た
『
カ
デ
飯
』
に
は
湯
と
り
の
方
法

を
用
い
て
い
た
の
で
鍋
は
便
利
で
あ
っ

む
つ
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
（
15
）

〜
生
活
・
生
産
用
具
・
食
（
民
俗
資
料
）
〜

む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員

　
遠
　
藤
　
克
　
巳

た
。
鉄
鍋
は
容
量
に
よ
り
、
五
合
、
一
升
、

て
と
り
ぶ
た

三
升
鍋
と
呼
び
、
木
の
手
取
蓋
を
用
い

て
い
た
。

　
鍋
が
普
及
し
た
の
は
、
熱
効
率
が
よ

い
『
カ
マ
ド
』
や
『
薪
ス
ト
ー
ブ
』
で
炊

き
、
米
飯
に
は
重
い
木
蓋
を
乗
せ
、
加

熱
し
蒸
ら
す
の
に
適
し
て
い
た
。
近
代

つ
ば
が
ま

に
入
り
鍋
か
ら
鍔
釜
（
羽
釜
）
へ
と
移
っ

て
い
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
は
片
口
の
つ
い
た
油
鍋
や

い
り
な
べ

穀
物
の
煎
鍋
な
ど
が
あ
っ
た
。
現
在
で

は
鉄
か
ら
ア
ル
ミ
、
銅
、
ス
テ
ン
レ
ス

の
鍋
に
変
化
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

鍋と釜

私たちをよろしく！
　私たち『交通安全母の会』は、子どもと高齢者等を交通事

故から守るために、新入学児童の登下校時の交通安全指導、

四季の交通安全運動期間における街頭活動、ドライバーへの

交通安全マスコット人形の配布等の活動をして、市民のみな

さんに交通安全を呼びかけております。

食生活改善推進員養成講座

　市では、より良い食生活の普及に努め、地域で健康づくり

のボランティア活動をしてくださる食生活推進員（ヘルスメイ

ト）を養成します。栄養や調理の基本を身につけ、バランス

のとれた献立づくりができるよう、調理実習中心の内容です。

お料理の好きな方、食と健康に関心のある方、仲間とともに

ボランティア活動をしてみたい方、ぜひご参加ください。

　〈い　　つ〉９月４日～11月20日（全11回）

　〈ど こ で〉下北文化会館

　〈定　　員〉20名

　〈受 講 料〉無料

　〈申込締切〉８月22日（金）

養成講座プログラムの概要

 ９ 月 ４日（木）・開講式、健康づくりと食生活、ヘルスメイトの活動

 ９ 月11日（木）・食品衛生（食中毒・食品添加物）、栄養の基礎知識

 ９ 月18日（木）・調理の基本

 ９月25日（木）・調理実習（バランス食）、歯の健康

10月 ２日（木）・調理実習（減塩食）、高血圧の話

10月 ９日（木）・調理実習（低コレステロール）、高脂血症の話

10月 16日（木）・調理実習（カルシウム食）、楽しく運動（実技）

10月 30日（木）・調理実習（お菓子づくり）、健康21って何！

11月 ６日（木）・献立づくりのコツ！

11月13日（木）・献立づくりの実際

11月20日（木）・献立コンクール、閉講式

〈問合せ・申込先〉

市健康推進課 �22-1111内線442

◎連合会

◎各学校交母会

第一田名部小学校

第二田名部小学校

第三田名部小学校

苫 生 小 学 校

奥 内 小 学 校

関 根 小 学 校

烏 沢 小 学 校

大 平 小 学 校

大 湊 小 学 校

城 ケ 沢 小 学 校

会　長

山　 　伸　江

会　長

山　道　みどり

山　 　伸　江

加　藤　あけみ

柿　本　和　恵

飯　野　ひとみ

森　川　ま　り

田　畑　まつ美

成　田　恵　子

坂　井　恵美子

新　松　真由美

副会長

柿　本　和　恵

山　道　みどり

副会長

山　田　佳　子

中　村　昭　子

四ツ谷　ひとみ

櫻　井　登久子

柴　　　モモエ

加賀谷　美　信

佐々木　章　江

二本 　敏　美

白　濱　とき子

工　藤　京　子

井　田　春　香

小　林　ゆき子

舘　　　晶　子

葛　野　佐智子

北　山　輝　美

松　友　江里子

種　市　迭　子

日　野　和　江

曽　我　美奈子

伏　貫　智　美

関　口　由　香

〈詳しくは〉市環境対策課交通対策係 �22-1111内線333



( 1 6 )

【夏休みイベントのお知らせ】

　むつ科学技術館では、７月21日（祝）～８月24日（日）

までの開館日の間、夏休みイベントを開催しております。

　ビデオ上映や工作教室など様々なイベントを行ないます

ので、夏休みの思い出づくりにぜひ、当館へ遊びに来てみて

はいかがでしょうか。

◎ビデオ上映

『忍たま乱太郎』（25分）　

《上映時間》①10:00～　②12:00～　③15:00～

※ご要望に応じて、臨時上映も行ないます。

◎ちびっこ工作教室

・『絵あわせパズルをつくろう！』７月21日（祝）～31日（木）

　紙でパズルをつくって、バラバラになっている絵を

組み合わせてみよう。

・『セミ笛をつくろう！』８月１日（金）～24日（日）

　身近にあるものを使って、セミの鳴き声そっくりの

おもちゃを作ってみよう。

※ただし、キットがなくなり次第、工作内容が変わりますのでご了承ください。

◎探求コーナー

　探求コーナーは、毎週日曜日、第２・４土曜日、祝日

のみの開催となります。

①『超低温の世界を調べよう』11:00～11:30

②『電子発見の世界を調べよう』14:00～14:30

③『ミクロの世界を調べよう』15:00～16:00

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　　�25-2091
　　　　　　　　　  25-2092
� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

『
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
つ
り
』

休
止
に
つ
い
て

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
市
民
に

自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
健
康
増
進
を

図
る
と
と
も
に
、
第
一
次
産
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
『
牧
場
ま

つ
り
』
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
休
止
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場
は
春
か

ら
秋
に
か
け
て
の
牛
馬
の
放
牧
、
お
よ

び
冬
場
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
年
間
を
通

し
開
放
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族

等
で
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
農
林
畜
産
課
畜
産
振
興
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
２
４

第
25
回 

む
つ
市
共
進
会
の
開
催
に
つ
い
て

第
15
回 

下
北
畜
産
共
進
会

　
む
つ
・
下
北
地
区
の
畜
産
農
家
が
日

ご
ろ
大
切
に
育
て
て
い
る
牛
馬
を
出
品

し
、
飼
育
技
術
を
競
い
合
い
ま
す
。
畜

産
農
家
の
方
に
限
ら
ず
、
ご
家
族
等
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
８
月
11
日
（
月
）

〈
ど
こ
で
〉
市
営
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場

※
国
道
か
ら
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
で
、
数

か
所
に
案
内
板
を
立
て
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
農
林
畜
産
課
畜
産
振
興
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
２
４

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
選
手
選
考
会

　
昨
年
度
、
優
勝
し
た
青
森
県
民
駅
伝

競
走
大
会
が
、
９
月
７
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の
中
か
ら

広
く
選
手
を
募
集
し
ま
す
。

　
我
と
思
わ
ん
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
８
月
１
日
（
金
）午

後
５
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
む
つ
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

〈
参
加
資
格
〉

　
高
校
生
・
大
学
生
を
除
く
一
般
選

手
は
、
青
森
県
内
に
居
住
し
て
い
る

方
で
、
居
住
地
、
出
身
地（
卒
業
中
学
校

の
所
在
地
）
、
ま
た
は
勤
務
地
の
市
町
村

か
ら
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
高
校
生
・
大
学
生
は
、
保
護
者
の

居
住
地
の
市
町
村
か
ら
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
女
子
は
中
学
生
以
上
と
な
り
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉
８
月
１
日
（
金
）
午
後
５
時

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
実
行
委
員
会

む
つ
市
実
行
委
員
会（
市
保
健
体
育
課
内
）

�

22－

１
１
１
１
内
線
７
４
２
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催
　
　
し

�

第
２
回
押
し
花
展

　
四
季
の
花
を
絵
に
し
て
遊
ん
で
み
ま

し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ひ
と
と
き
の
メ
ル
ヘ
ン
が
感
じ
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
。

〈
い
つ
〉
８
月
７
日
（
木
）
〜
22
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
平
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
日
）

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

〈
ど
こ
で
〉
市
立
図
書
館
展
示
ホ
ー
ル

〈
詳
し
く
は
〉

黒
江
押
し
花
教
室（
大
薗
）

�

23－

１
０
９
９

�

海
の
幸
『
３
の
市
』

　
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
海

の
幸
『
３
の
市
』
は
４
月
23
日
か
ら
一

時
休
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
７
月
よ

り
再
開
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
と
同
様
、
採
れ
た
て
の
新
鮮
な

魚
介
類
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
お
友
達
と
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
好
評
の
た
め
予
定
終
了
時
間

よ
り
早
く
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
正
午
〜
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
イ
ベ
ン
ト
広
場

〈
詳
し
く
は
〉

（
財
）む
つ
下
北
観
光
物
産
公
社

�

22－

０
９
０
９

健
　
　
康

�

む
つ
総
合
病
院
空
手
道
部
『
慈

空
会
』
会
員
募
集

　
健
康
維
持
、
心
身
の
鍛
練
の
た
め
、
一

緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
だ
れ
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

〈
い
つ
〉
毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

※
祝
日
の
場
合
は
休
み
。

〈
ど
こ
で
〉
公
済
会
館
大
ホ
ー
ル

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
総
合
病
院（
飛
内
）

�

22－

２
１
１
１
内
線
３
５
３
１

施
設
見
学

�

む
つ
養
護
学
校
『
学
校
公
開
』

〈
い
つ
〉
８
月
27
日
（
水
）

午
前
９
時
10
分
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉
県
立
む
つ
養
護
学
校

〈
ど
ん
な
〉

・
自
由
見
学
　
・
作
品
見
学

・
ビ
デ
オ
に
よ
る
学
校
紹
介

・
個
別
相
談
会
な
ど

〈
申
込
方
法
〉

　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
８
月
上

旬
頃
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

県
立
む
つ
養
護
学
校

�

26－

２
２
１
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　 

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　
市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
環
と
し
て
、
不
用
品
の
あ
っ
せ

ん
を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取

り
引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
希
望
品
…
婦
人
服
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
冷
凍
庫

（
小
）、
室
内
歩
行
器

※
登
録
状
況
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
に
は
、

随
時
お
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

不
用
品
活
用
登
録
銀
行
利
用
方
法

①
不
用
品
・
希
望
品
の
あ
る
方
は
、
市
商
工
観
光

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
商
工
観
光
課

が
窓
口
と
な
り
、
活
用
登
録
銀
行
へ
登
録
し
、

本
紙
へ
掲
載
い
た
し
ま
す
（
掲
載
ま
で
は
１
か

月
程
度
か
か
り
ま
す
）
。
不
用
品
は
そ
の
ま
ま
家

庭
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
本
紙
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
希
望
の
品
、
ま

た
は
譲
っ
て
も
よ
い
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

商
工
観
光
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
こ

ち
ら
か
ら
相
手
方
の
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
お
取
引
き
は
直
接
当
人
同
士
で

お
願
い
し
ま
す
。

③
お
取
引
き
の
結
果
は
、
必
ず
商
工
観
光
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
有
償
で
の
お
取
引
き
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

福
　
　
祉

�

む
つ
市
在
宅
介
護
者
の
集
い

　
高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
等
を
介
護

し
て
い
る
家
族
を
一
時
的
に
介
護
か

ら
解
放
し
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
る
た
め
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉
８
月
７
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
む
つ
消
防
署

〈
ど
ん
な
〉

・
火
災
や
救
急
等
緊
急
時
の
対
応
に

つ
い
て

・
介
護
用
品
の
展
示
と
説
明

・
昼
食

・
グ
ル
ー
プ
懇
談
会

〈
対
象
者
〉

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
高
齢
者
等

を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
方（
本
人
も

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
）

〈
定
員
〉
50
名

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
申
込
締
切
〉
８
月
４
日
（
月
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会（
山
本
）

�

22－

１
１
１
１
内
線
８
６
２
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７月１日現在　平均価格

<灯　　油>　☆ 1�ローリー価格

　　　　　　☆18�配達価格

<ＬＰガス >　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス10ｍ3

<ガソリン>　☆レギュラー１�現金

　　　　　　☆軽油１�現金

今月平均

45円

866円

4,104円

6,579円

104円

83円

価格の幅

42～50

 756～ 945

3,990～4,253

6,405～6,615

 101～ 109

 80～ 89

前月平均

（47円）

（893円）

（4,104円）

（6,579円）

（104円）

（83円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
（税込）

平成16年度４月採用 市職員募集
市では、来年度採用予定の職員を次のとおり募集します。

募集職種

上級行政

初級行政

採用予定人員

上級・初級

あわせて６名

第一次試験

教養試験

事務適性検査

対人適応検査

第二次試験

面接・作文

受験資格（詳細は受験案内でご確認ください）

昭和48年４月２日から昭和57年４月１日生まれ、大学を卒

業または卒業見込みの方

昭和51年４月２日から昭和61年４月１日生まれ、短期大学、

高等専門学校、高等学校を卒業または卒業見込みの方

〈試験日時・場所〉

・第一次試験…９月21日（日）／大平中学校

・第二次試験…11月中旬

〈申込受付期間〉

８月４日（月）～18日（月）　午前８時30分～午後５時

※①土・日曜日を除く　　※②郵送の場合は、８月18日（月）の消印有効

〈受験申込書類の請求〉

　受験申込書類は、市総務課人事係のほか、各連絡所および市立図書館で７月28日（月）より交付します。

　なお、郵便で請求する場合は、返信用封筒（角２封筒に120円切手を貼って、宛名を明記）を同封し、市総務課人事係に請求してください。

〈詳しくは〉

〒035-8686（住所不要）

　むつ市役所総務部総務課人事係

�0175-22-1111 内線144

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
下
北
森
林
管
理
署
で
は
、
国
有
林
野

内
に
生
育
す
る
貴
重
な
植
物
の
保
護
等

の
た
め
、
森
林
保
全
巡
視
や
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
の
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〈
活
動
内
容
〉

　
国
有
林
の
入
林
者
に
対
し
て
、
山

火
事
防
止
、
動
植
物
の
保
護
、
ゴ
ミ

投
棄
の
防
止
な
ど
、
森
林
ふ
れ
あ
い

マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の
啓
発
指
導
を

行
な
う
。

〈
登
録
申
請
の
要
件
〉

①
自
然
・
環
境
保
護
団
体
や
山
岳
愛

好
会
等
に
所
属
し
、
所
属
し
て
い

る
団
体
か
ら
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
と

し
て
推
薦
を
得
ら
れ
る
方

②
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る

森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
員
と
し
て
、
活

動
に
参
加
す
る
意
欲
と
見
識
を
有

し
て
い
る
方

③
健
康
な
65
才
以
下
の
方

④
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
員
と
し
て
、
お

お
む
ね
年
間
５
回
以
上
活
動
で
き

る
方

〈
募
集
人
員
〉
30
名
程
度

〈
募
集
締
切
〉
８
月
15
日
（
金
）

〈
登
録
の
期
間
〉

９
月
１
日
〜
平
成
16
年
８
月
31
日

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

下
北
森
林
管
理
署
森
林
ふ
れ
あ
い
係

�

22－

１
１
３
１

春
　
夏
　
秋
　
冬

・
ど
ん
な
夢
今
夜
は
訪
ふ
や
陽
の
匂
ひ
ふ
っ
く
ら
と
せ
る
布
団
を
か
ぶ
る

山
　
田
　
悦
　
子

・
飽
く
る
な
き
詩
情
も
執
念
緋
牡
丹
の
く
ず
る
る
さ
ま
を
唯
に
嘆
か
ず

立
　
原
　
節
　
子

・
旭
川
の
茸
を
肴
に
日
向
よ
り
届
き
し
焼
酎
に
ひ
と
り
酔
い
お
り

工
　
藤
　
孝
　
敏

・
ひ
い
孫
の
姿
を
見
る
は
楽
し
か
り
我
は
日
に
老
い
孫
は
日
に
延
ぶ

倉
　
成
　
ト
　
キ

・
露
天
風
呂
茂
り
ゆ
た
か
に
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俳　句 短　歌 むつ総合病院『休診日』のお知らせ

　８月18日（月）は、病院の『振替休診日』のため休診とい

たします。

　救急患者につきましては随時受け付けております。

　なお、『代替診療日』は年末休の12月29日（月）を診療日

といたします

〈詳しくは〉

むつ総合病院総務課　�22-2111内線3212
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これからの予防接種日程
☆麻しん・風しん・三種混合

麻 し ん

風 し ん

三種混合

実 施 日

８月５日

８月５日

８月26日

対　象　児　

１才～７才６か月未満

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満

佐藤小児科 ･･･午後２時～午後５時

ちばクリニック･･ 午後２時～午後３時30分

菊池医院 ･････ 午後１時30分～午後２時30分

時 間

　時間は午後８時から午後11時までです。また、都合により当番医が変更

になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

小野胃腸科内科医院 � 22-4717

角 田 整形外科医 院 � 22-7945

桝 　 田 　 医 　 院 � 24-2629

菊 　 池 　 医 　 院 � 24-1276

佐 藤 小 児 科 医 院 � 22-3828

☆　３日（日）

☆10日（日）

☆17日（日）

☆24日（日）

☆31日（日）

８ 月 の 在 宅 当 番 医

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成14年12月生まれおよび平成15年４月

生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

８月27日（水）
10 :10～10 :20

赤ちゃん教室（遊び）

対象児は、生後４か月～９か月になるまでの乳児。

場所は下北文化会館集会娯楽室。

８月27日（水）
13:10～13:20

10か月児健康診査

対象児は、平成14年10月生まれの乳児。場所は下北

文化会館検査検診室。

８月29日（金）
12 :10～12 :20

１才６か月健康診査

対象児は平成14年１月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

８月28日（木）
13 :00～13 :20

２才児歯科健康診査

対象児は平成13年２月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

８月５日（火）
13 :00～13 :20

３才児健康診査

対象児は平成12年２月生まれの幼児。場所は下北文

化会館技術訓練室。

８月８日（金）
12 :00～12 :20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が健

康についてのご相談をお受けします。

８月の健康相談（骨粗鬆症）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が骨粗鬆症ににつ

いてのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線443

毎週月曜日
13 :00～15 :00

毎週火～金曜日
13 :00～15 :00

８ 月 の 献 血 受 付 日 程

８月は移動採血車による献血はありません。

乳幼児結核検診（ツ反・ＢＣＧ）

　乳幼児結核検診（ツベルクリン反応・ＢＣＧ予防接種）を実

施いたしますので、ＢＣＧを受けていない方は日程表をご覧に

なり、都合のよい日においでください。

　生後３か月～４才未満でまだＢＣＧを受けていない方が対象

となります。

　判定およびＢＣＧ接種は、ツベルクリンを実施した２日後に

同じ会場で行ないます。

※『すこやかブック』のツベルクリン反応検査予診票と母子健

康手帳を持参してください。

実施日

８月26日（火）

９月９日（火）

受付時間

12:45～13:00

12:45～13:00

実施場所

下北文化会館

下北文化会館
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　むつ市公共下水道が本年４月 1日より供用開始されました

が、これを記念して、去る6月30日（月）むつ下水浄化セン

ターで『むつ市公共下水道通水式典』が行なわれました。

　関係者約130名が出席し、テープカット、通水宣言に続き、

スイッチオンのセレモニーが執り行なわれました。

　その後、浄化センターの場内案内が行われ、水質試験室や下

水を処理する状況を見学していただきました。

　下水浄化センターは平日一般開放しておりますので、見学な

さりたい方は下記までお申込ください。

むつ下水浄化センター　�23-6591

６月30日（月）・むつ市公共下水道通水式典

　去る７月７日（月）、第一田名部小学校で、恒例のプール清

掃が行なわれました。

　もともとは７月４日（金）に行なわれる予定だったのです

が、雨のためこの日に変更となりました。

　子どもたちは汗やプールの水でビショビショになりながら、

約２時間をかけてプールをきれいにしました。

　はやく泳げるくらいの暑い日が来るといいですね。

７月７日（月）・第一田名部小学校プール清掃

　去る７月12日（土）、むつ科学技術館の入館者が延べ20万

人に達しました。

　20万人目の入館者となったのは、福井美紀ちゃん（11）、鶴

田町小学校の５年生です。家族５人で、下北一周旅行の途中で

科学技術館に立ち寄ったそうで、本当にビックリしたとのこと

でした。

　美紀ちゃんには、むつ科学技術館から表彰状と花束、天体望

遠鏡が、そして日本原子力研究所むつ事業所からはゲームボー

イアドバンスＳＰが贈られました。

　きっと忘れられない家族旅行になったことでしょう。

７月12日（土）・むつ科学技術館入館者20万人達成！

　   『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
( 2 0 )
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